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臨
時
会
が
、
４
月
15
日
に
招
集
さ
れ

ま
し
た
。

　
案
件
１
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
長
・
副
議
長
な
ど
の
役
員

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
町
監
査
委
員
の
選
任

　
町
監
査
委
員
の
う
ち
、
議
会
議
員
か
ら

岡
橋
庄
次
議
員(

大
字
百
済
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

令和4年
第3回

臨
時
会

議長
吉村　裕之

副議長
山村美咲子

吉
村 

裕
之
議
員
が
議
長
に

副
議
長
に
は 

山
村 

美
咲
子
議
員

人
　事

お
か 

は
し  

し
ょ
う 

じ

　
木
々
を
渡
る
風
も
さ
わ
や
か
な
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
皆
さ
ま
に
は
、平
素
よ
り
町
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、こ
の
た
び
の
町
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
、

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、そ
の
責
任
の
重
さ
を
深
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
、
様
々
な
社
会
的
課
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
自
然
災
害
な
ど
、不
安
定
な
事
象
に
も
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
現
状
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
は
、行
政
経
営
と
い
う
意
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
に
必
要
と
な
る
の
は
町
行
財
政
へ
の
住
民
の
目
線
と
、
観
察
・
状

況
判
断
・
意
思
決
定
・
実
行
、こ
の
流
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
す
。

　
議
会
は
、
住
民
全
体
の
立
場
に
立
っ
た「
具
体
的
な
政
策
の
最
終
決

定
」と
、
決
定
し
た
政
策
を
行
う
執
行
機
関
の「
行
財
政
運
営
の
批
判

と
監
視
」と
い
う
二
つ
の
使
命
を
果
た
す
と
と
も
に
、
議
会
基
本
条
例

の
も
と
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
議
会
報
告
と
意
見
を
交
わ
す
機
会
を
つ
く

り
、開
か
れ
た
議
会
、
討
論
す
る
議
会
、
行
動
す
る
議
会
の
実
現
を
目

指
し
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
住
民
福
祉
の
増
進
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、町
民
の
代

表
と
し
て
の
責
任
を
強
く
自
覚
し
、
皆
さ
ま
の
思
い
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、そ
の
負
託
に
応
え
、
力
を
発
揮
す
べ
く
、
公
平
公
正
な
議
会
運

営
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
町
議
会
の
活
動
を

注
視
い
た
だ
き
、よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4月15日

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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委 

員 

長　
笹
井　
由
明

副
委
員
長　

 

千
北　
慎
也

委　
　
員　
吉
村
眞
弓
美

委　
　
員　
岡
本　
晃
隆

委　
　
員　
青
木　
義
勝

委　
　
員　
八
尾　
春
雄

　一定部門の事務に関する調査及び議案、陳情等の審査を行うために、総務文教委員会と厚生建設委員会
の常任委員会があります。また、議会を円滑にするために、議会運営委員会が設置されております。

議
会
運
営
委
員
会

常任委員会構成決まる

厚生建設委員会

総務文教委員会

委員
青木　義勝

委員
坂口　友良

委員
吉村　裕之

委員
吉村眞弓美

副委員長
堀川　季延

副委員長
坂野　佳宏

委員長
八尾　春雄

委員長
千北　慎也

委員
岡橋　庄次

委員
岡本　晃隆

委員
谷　禎一

委員
山村美咲子

委員
笹井　由明

委員
山田美津代

〈主な所管事項〉　
　行政一般、財政及び他の委員会に属さない事項を審査

〈主な所管事項〉　
　社会福祉、保健衛生、労働その他厚生一般に関する事項
及び土木、耕地、都市計画その他建設一般に関する事項及
び商工、観光、上下水道事業に関する事項を審査
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地域のつながり地域のつながり地域のつながり
第15回

町内で活動している団体やサークルを
紹介します。（活動団体は、営利活動を目
的としない公共性・公益性が高いボラン
ティア的な団体を掲載しています。）

▲「おはなしポケット」メンバー紹介

おはなしポケット

スマホ等の普及により、子どもたちが本を手に取る機会が少
なくなったように感じます。本に触れることで、想像力や感受
性が育まれます。読み聞かせを通じて、本好きになってもらえ
たら嬉しいです。
また、それぞれの地域で、子育ての相談や悩みを共有する機
会が少ない方々にとって、少しでもこの場所が、交流できる場
所、子どもと一緒に過ごせる場所になるといいなと思い、活動
を始めました。現在は、９人のメンバーが、活動しています。

活動内容

町立図書館（毎月第１土曜日）、学校、
保育園、幼稚園、こども園、なかよし広場、
高齢者施設等

活動場所

コロナ対策をしっかりしながら
・コロナの感染状況を観察し、町立図書館
での活動を続けていきます。

・小学校でのお話し会も、学年別に実施す
るなど、方法を小学校と相談しながら行
っていきたいと考えています。

今後の活動

これからも、これまでの活動場所に限らず、地域の公民館や集会所などを利用し
て、読み聞かせや紙芝居、歌などを通じて、子どもたちや高齢者などと楽しく交流
できるような場所をつくっていきたいと考えています。
私たち自身も、楽しく取り組むことを大切にしていきたいです。

広陵町社会福祉協議会（さわやかホール）
ＴＥＬ　０７４５－５５―８３００
おはなしポケット代表　　武藤　佳子

最後に

問合先

活動の目的（平成７年に発足）

・絵本の読み聞かせ、紙芝居、ペープサート（紙人形劇）など
　　※大型紙芝居やペープサート（紙人形劇）は、すべて手作り

▲町立図書館（毎月第１土曜日）
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記

１　ロシア政府に対し、国際法と国連憲章の下に、ウクライナ国民の生命や生活を脅かす軍事攻撃の即時停
　　止と部隊撤収を求めること。
２　我が国の憲法の下、対話外交を強め、戦争拡大の回避に最善の努力を尽くすこと。
３　ウクライナ国民への人道的支援、ウクライナ及び近隣国における邦人の安全確保に万全を期すこと。
　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　令和４年３月１０日 奈良県広陵町議会

　内閣総理大臣　岸田　文雄　様
　外 務 大 臣  林　　芳正　様
　防 衛 大 臣  岸　　信夫　様

３月11日、町長・議長連名により別途ロシア大使館宛の抗議文が
明らかにされています。※紙面の都合上、Ｐ２8に掲載しています。

議会Newsニュース

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に対し
断固抗議し、平和的解決を求める意見書

　２０２２年２月２４日、ロシア政府は一方的にウクライナへの軍事侵攻を行い、ウクライナ各地への攻撃
により、多くの罪のない市民が犠牲になっている。
　このことは、国際社会のみならず我が国の平和、秩序及び安全を脅かし、明らかに国連憲章に違反する行
為であり、断じて許すことはできない。
　また、プーチン大統領は、今回の軍事攻撃に当たり、核戦力の行使をも示唆している。我が国は核兵器がも
たらした破滅的な被害を知る被爆国であり、核による脅威を振りかざすこのような言動に対しても、断固抗
議しなければならない。
　ここに奈良県広陵町議会として、世界の恒久平和実現に向け、ロシア軍による攻撃やウクライナの主権侵
害に強く抗議するとともに、政府に対し、下記の事項について求める。

現地確認 政策討論会

この意見書を全会一致採択した後、ウクライ
ナに一日も早い平和が訪れることを祈念して、
３月議会閉会後、本会議場で撮影しました。

クリーンセンターが稼働を停止しました

3月22日（火） 3月11日（金）

町広報でも明らかな通り、即決和解という
判決と同等とも言うべき重い裁定が下されて
おり、町はこれを守りました。３月２２日議
会閉会後に議会議員が現地に出向き稼働停止
を確認しております。

第５次広陵町総合計画を
「政策討論会」で議論しました
議会基本条例第１４条に定める政策討論会
（於クリーンセンター会議室）を開催しまし
た。３月１４日に開催される総務文教委員会
に向けて、事前に議員全員で計画内容を確認
しております。
議員からは、「議案が提案されてからの審
議では間に合わないので、町が準備するのと
並行して議会も取り組む必要がある」との声
も出ているため、引き続きこの条例運用の具
体化をはかってまいります。
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令和4年度一般会計予算を可決
予算額134億8,000万円このようなことに使われます

広陵西幼稚園及び広陵西第二幼稚園を廃園し、民
設民営となる「畿央大学付属広陵こども園」の整備に
関して補助金を交付する。

西校区認定こども園整備事業子ども医療費助成事業

高齢者火災警報器購入助成事業

奈良県との連携により、古寺川･広瀬川・馬見川流
域で雨水を一時貯留する施設を整備し、流域で発生
する浸水被害の頻度を軽減させる。
また、貯留施設は非貯留時に運動施
設等の有用な活用ができるような施
設機能を併せて検討する。

平成緊急内水対策事業

中学３年生以下の子どもを３人以上養育する世帯
で、かつ第３子以降が小学１年から中学３年までの児
童及び生徒に対して学校給食費相当分の補助を行
う。

学校給食費多子軽減補助金

子ども及び妊産婦の福祉に関し、
必要な支援を構築するための拠点を
さわやかホールに設置する。特に、
要支援児童及び要保護児童等への
支援強化を図る。

現在、子育て世帯に対する中学校
卒業までの医療費助成の対象年齢
を、１８歳までに引き上げ、広く子育
て世帯の医療費を助成し、その経済
的負担を軽減する。

子ども家庭総合支援拠点設置・運営事業

町内の靴下事業者が有するファクトリーブランド
商品や町内で生産されたイチゴを中心とする農産物
を国内外に展開するとともに、「広陵くつした」にお
けるブランドイメージの形成及び知名度向上を図る。

地域資源ブランディング事業

国の創意工夫を生かせる総合的な交付金を活用
し、道路や橋りょう、公園、通学路等の住環境・市街
地整備などの事業を行う。（箸尾準工業地域道路、平
尾疋相線、百済中央線バイパス、南郷８号線、赤部２６
号線、西谷公園ほか）

社会資本整備総合交付金事業

予算

840
万円

予算

496
万円

予算

600
万円

予算
6億4,836
万円

予算
3億1,205
万円

予算
4億2,900
万円

予算
660
万円

予算
200
万円

住宅用火災警報器の義務付けから10年。住宅火災に
よる高齢者の死亡事例が相次ぐ中、逃げ遅れによる被
害を防ぐため、７５歳以上の高齢者世帯で住民税非課
税者を対象に住宅用火
災報知器の助成を行
う。

南郷８号線

建設予定地（奥の建物は、現広陵西第二幼稚園）

　
　

合
葬
墓
の
状
況
と
町
営
墓
地
の

返
還
金
の
割
合
は
。

　
　
合
葬
墓
に
は
現
在
36
件
の
納
骨

が
あ
る
。一
般
墓
地
は
購
入
金
額
の
６

割
、墓
石
建
立
使
用
の
場
合
は
現
状
復

帰
で
２
割
の
返
還
。

　
　
食
材
関
係
が
高
騰
し
て
い
る
。給
食

費
の
長
期
的
な
考
え
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
特
殊
事
情
が
あ

り
、し
ば
ら
く
は
公
費
負
担
で
補
え
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

（
収
益
的
支
出
）

８
億
６
，５
０
７
万
９
千
円

（
資
本
的
支
出
）

３
億
３
，６
７
６
万
６
千
円

　
　
技
術
支
援
業
務
委
託
料
２
名
の

考
え
方
は
。

　
　
工
事
図
書
の
作
成
、工
事
現
場
の

管
理
等
高
度
な
知
識
が
必
要
な
た
め

　
　
要
保
護・準
要
保
護
児
童
就
学
援

助
費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
全
体
に
児
童・生
徒
数
が
減
少
傾

向
の
た
め
。

　
　

巣
山
古
墳
整
備
事
業
の
整
備
後

の
展
開
は
。

　
　
周
遊
路
を
整
備
し
て
、古
墳
の
周

囲
を
巡
り
な
が
ら
、古
墳
の
大
き
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
。

　
　

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
は
何

名
程
度
予
定
か
。未
受
診
者
に
対
す
る

勧
奨
、効
果
は
。

　
　
人
数
は
、個
別
１
，６
０
０
人
、集

団
６
０
０
人
計
上
。未
受
診
の
理
由
を

分
析
し
、そ
の
人
に
応
じ
た
通
知
で
内

容
を
変
更
し
送
付
す
る
方
法
に
変
更
。

　
　

滞
納
繰
越
分
普
通
徴
収
保
険
料

の
現
状
は
。

金
は
、ど
う
い
っ
た
団
体
を
想
定
し
て

い
る
か
。

　
　

区
・
自
治
会
や
農
事
実
行
組
合

を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

箸
尾
駅
前
周
辺
は
水
害
の
あ
る

地
区
だ
が
、土
地
利
用
計
画
の
見
通

し
は
。

　
　

浸
水
想
定
深
は
十
分
念
頭
に
置

き
対
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
の
現
状
は
。

　
　

電
気
設
備
を
整
え
て
、「
Ｒ
Ｖ

パ
ー
ク
」と
し
て
認
定
変
更
の
た
め

整
備
工
事
を
計
上
。

　
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の
面
的
普

及
は
。

　
　

４
年
間
で
２
３
０
件
の
設
置
だ

が
、整
備
率
は
10
％
程
度
の
状
況
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
用

使
途
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で

あ
れ
ば
充
当
可
能
で
あ
り
、中
小
企
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
交
付
金
や
設
備
投
資
の

補
助
金
等
で
あ
る
。

　
　

指
定
ご
み
袋
の
手
数
料
は
近
隣

市
町
村
と
比
べ
ど
う
か
。

　
　
ご
み
袋
の
料
金
は
、近
隣
市
町
村

と
ほ
ぼ
同
じ
で
設
定
。

　
　
戸
籍
事
務
内
連
携
サ
ー
バ
ー
設
置

シ
ス
テ
ム
改
修
の
理
由
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
国
の
標
準
化
仕
様
と
整
合
を
図
る

た
め
の
改
修
で
、戸
籍
謄
本
等
は
本
籍

地
以
外
で
も
取
得
で
き
、ま
た
届
出
に

お
い
て
戸
籍
謄
本
等
の
提
出
が
省
略
で

き
る
。（
実
施
時
期
は
未
定
）

　
　

公
共
施
設
の
広
域
連
携
に
新
施

設
の
共
同
設
置
の
検
討
は
。

　
　

共
同
検
討
会
で
は
共
同
利
用
の

検
討
か
ら
進
め
て
お
り
、共
同
管
理
・

共
同
設
置
の
検
討
は
そ
の
後
で
。

　
　

高
齢
者
住
宅
用
火
災
報
知
器
の

設
置
の
助
成
は
。

　
　
消
防
と
民
生
委
員
で
該
当
世
帯
を

訪
問
し
、設
置
の
有
無
を
確
認
中
。購
入

分
も
含
め
補
助
の
制
度
を
進
め
る
。

　
　

自
動
車
改
造
費
補
助
事
業
は
障

が
い
者
の
サ
ポ
ー
ト
者
に
も
支
援
が

必
要
。

　
　

支
援
者
の
声
が
多
け
れ
ば
要
綱

を
見
直
す
考
え
は
あ
る
。

　
　
し
尿
処
理
に
つ
い
て
、下
水
普
及

に
向
け
て
の
取
組
み
は
。

　
　

市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
も
あ

る
こ
と
か
ら
、浄
化
槽
で
の
く
み
取
り

が
微
増
。要
件
の
見
直
し
が
必
要
。

　
　

環
境
に
優
し
い
農
業
推
進
補
助

　
　

１６
世
帯
６１
万
円
の
滞
納
者
が
あ

り
、収
入
が
少
な
い
た
め
の
も
の
と
把

握
し
て
い
る
。

　
　
社
会
資
源
把
握
支
援
サ
ー
ビ
ス
シ

ス
テ
ム
構
築
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　

介
護
施
設
、医
療
、地
域
の
通
い

の
場
な
ど
の
情
報
を
載
せ
た
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
お
り
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
委
託
料
で
あ
る
。

　
　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

及
び
第
１
号
通
所
事
業
の
予
算
が
減

額
の
理
由
は
。

　
　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

は
、制
度
改
正
の
た
め
自
己
負
担
額
の

変
更
に
よ
る
公
費
負
担
の
減
額
で
あ

る
。

　
第
１
号
通
所
事
業（
短
期
集
中
サ
ー

ビ
ス
Ｃ
）は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
未
実
施

の
た
め
の
減
額
計
上
。

委
託
。

（
収
益
的
支
出
）

１０
億
６
，７
４
９
万
３
千
円

（
資
本
的
支
出
）

６
億
４
０
０
万
８
千
円

　
　
下
水
道
料
金
値
上
げ
の
予
定
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、値
上
げ
検
討
は

中
断
し
て
い
る
が
、水
道
広
域
化
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
下
水
道
料
金
の
適
正
化

を
検
討
す
る
。
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合
葬
墓
の
状
況
と
町
営
墓
地
の

返
還
金
の
割
合
は
。

　
　
合
葬
墓
に
は
現
在
36
件
の
納
骨

が
あ
る
。一
般
墓
地
は
購
入
金
額
の
６

割
、墓
石
建
立
使
用
の
場
合
は
現
状
復

帰
で
２
割
の
返
還
。

　
　
食
材
関
係
が
高
騰
し
て
い
る
。給
食

費
の
長
期
的
な
考
え
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
特
殊
事
情
が
あ

り
、し
ば
ら
く
は
公
費
負
担
で
補
え
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

（
収
益
的
支
出
）

８
億
６
，５
０
７
万
９
千
円

（
資
本
的
支
出
）

３
億
３
，６
７
６
万
６
千
円

　
　
技
術
支
援
業
務
委
託
料
２
名
の

考
え
方
は
。

　
　
工
事
図
書
の
作
成
、工
事
現
場
の

管
理
等
高
度
な
知
識
が
必
要
な
た
め

　
　
要
保
護・準
要
保
護
児
童
就
学
援

助
費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
全
体
に
児
童・生
徒
数
が
減
少
傾

向
の
た
め
。

　
　

巣
山
古
墳
整
備
事
業
の
整
備
後

の
展
開
は
。

　
　
周
遊
路
を
整
備
し
て
、古
墳
の
周

囲
を
巡
り
な
が
ら
、古
墳
の
大
き
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
。

　
　

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
は
何

名
程
度
予
定
か
。未
受
診
者
に
対
す
る

勧
奨
、効
果
は
。

　
　
人
数
は
、個
別
１
，６
０
０
人
、集

団
６
０
０
人
計
上
。未
受
診
の
理
由
を

分
析
し
、そ
の
人
に
応
じ
た
通
知
で
内

容
を
変
更
し
送
付
す
る
方
法
に
変
更
。

　
　

滞
納
繰
越
分
普
通
徴
収
保
険
料

の
現
状
は
。

金
は
、ど
う
い
っ
た
団
体
を
想
定
し
て

い
る
か
。

　
　

区
・
自
治
会
や
農
事
実
行
組
合

を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

箸
尾
駅
前
周
辺
は
水
害
の
あ
る

地
区
だ
が
、土
地
利
用
計
画
の
見
通

し
は
。

　
　

浸
水
想
定
深
は
十
分
念
頭
に
置

き
対
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
の
現
状
は
。

　
　

電
気
設
備
を
整
え
て
、「
Ｒ
Ｖ

パ
ー
ク
」と
し
て
認
定
変
更
の
た
め

整
備
工
事
を
計
上
。

　
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の
面
的
普

及
は
。

　
　

４
年
間
で
２
３
０
件
の
設
置
だ

が
、整
備
率
は
10
％
程
度
の
状
況
。

疑
質予算審査

特別委員会

一
般
会
計
134億
8,000
万円

歳
入

民
生
費

消
防
費

農
商
工
費

総
務
費

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
用

使
途
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で

あ
れ
ば
充
当
可
能
で
あ
り
、中
小
企
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
交
付
金
や
設
備
投
資
の

補
助
金
等
で
あ
る
。

　
　

指
定
ご
み
袋
の
手
数
料
は
近
隣

市
町
村
と
比
べ
ど
う
か
。

　
　
ご
み
袋
の
料
金
は
、近
隣
市
町
村

と
ほ
ぼ
同
じ
で
設
定
。

　
　
戸
籍
事
務
内
連
携
サ
ー
バ
ー
設
置

シ
ス
テ
ム
改
修
の
理
由
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
国
の
標
準
化
仕
様
と
整
合
を
図
る

た
め
の
改
修
で
、戸
籍
謄
本
等
は
本
籍

地
以
外
で
も
取
得
で
き
、ま
た
届
出
に

お
い
て
戸
籍
謄
本
等
の
提
出
が
省
略
で

き
る
。（
実
施
時
期
は
未
定
）

　
　

公
共
施
設
の
広
域
連
携
に
新
施

設
の
共
同
設
置
の
検
討
は
。

　
　

共
同
検
討
会
で
は
共
同
利
用
の

検
討
か
ら
進
め
て
お
り
、共
同
管
理
・

共
同
設
置
の
検
討
は
そ
の
後
で
。

　
　

高
齢
者
住
宅
用
火
災
報
知
器
の

設
置
の
助
成
は
。

　
　
消
防
と
民
生
委
員
で
該
当
世
帯
を

訪
問
し
、設
置
の
有
無
を
確
認
中
。購
入

分
も
含
め
補
助
の
制
度
を
進
め
る
。

　
　

自
動
車
改
造
費
補
助
事
業
は
障

が
い
者
の
サ
ポ
ー
ト
者
に
も
支
援
が

必
要
。

　
　

支
援
者
の
声
が
多
け
れ
ば
要
綱

を
見
直
す
考
え
は
あ
る
。

　
　
し
尿
処
理
に
つ
い
て
、下
水
普
及

に
向
け
て
の
取
組
み
は
。

　
　

市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
も
あ

る
こ
と
か
ら
、浄
化
槽
で
の
く
み
取
り

が
微
増
。要
件
の
見
直
し
が
必
要
。

　
　

環
境
に
優
し
い
農
業
推
進
補
助

衛
生
費

土
木
費

　
　

１６
世
帯
６１
万
円
の
滞
納
者
が
あ

り
、収
入
が
少
な
い
た
め
の
も
の
と
把

握
し
て
い
る
。

　
　
社
会
資
源
把
握
支
援
サ
ー
ビ
ス
シ

ス
テ
ム
構
築
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　

介
護
施
設
、医
療
、地
域
の
通
い

の
場
な
ど
の
情
報
を
載
せ
た
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
お
り
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
委
託
料
で
あ
る
。

　
　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

及
び
第
１
号
通
所
事
業
の
予
算
が
減

額
の
理
由
は
。

　
　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

は
、制
度
改
正
の
た
め
自
己
負
担
額
の

変
更
に
よ
る
公
費
負
担
の
減
額
で
あ

る
。

　
第
１
号
通
所
事
業（
短
期
集
中
サ
ー

ビ
ス
Ｃ
）は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
未
実
施

の
た
め
の
減
額
計
上
。

委
託
。

（
収
益
的
支
出
）

１０
億
６
，７
４
９
万
３
千
円

（
資
本
的
支
出
）

６
億
４
０
０
万
８
千
円

　
　
下
水
道
料
金
値
上
げ
の
予
定
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、値
上
げ
検
討
は

中
断
し
て
い
る
が
、水
道
広
域
化
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
下
水
道
料
金
の
適
正
化

を
検
討
す
る
。
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合
葬
墓
の
状
況
と
町
営
墓
地
の

返
還
金
の
割
合
は
。

　
　
合
葬
墓
に
は
現
在
36
件
の
納
骨

が
あ
る
。一
般
墓
地
は
購
入
金
額
の
６

割
、墓
石
建
立
使
用
の
場
合
は
現
状
復

帰
で
２
割
の
返
還
。

　
　
食
材
関
係
が
高
騰
し
て
い
る
。給
食

費
の
長
期
的
な
考
え
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
特
殊
事
情
が
あ

り
、し
ば
ら
く
は
公
費
負
担
で
補
え
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

（
収
益
的
支
出
）

８
億
６
，５
０
７
万
９
千
円

（
資
本
的
支
出
）

３
億
３
，６
７
６
万
６
千
円

　
　
技
術
支
援
業
務
委
託
料
２
名
の

考
え
方
は
。

　
　
工
事
図
書
の
作
成
、工
事
現
場
の

管
理
等
高
度
な
知
識
が
必
要
な
た
め

　
　
要
保
護・準
要
保
護
児
童
就
学
援

助
費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
全
体
に
児
童・生
徒
数
が
減
少
傾

向
の
た
め
。

　
　

巣
山
古
墳
整
備
事
業
の
整
備
後

の
展
開
は
。

　
　
周
遊
路
を
整
備
し
て
、古
墳
の
周

囲
を
巡
り
な
が
ら
、古
墳
の
大
き
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
。

　
　

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
は
何

名
程
度
予
定
か
。未
受
診
者
に
対
す
る

勧
奨
、効
果
は
。

　
　
人
数
は
、個
別
１
，６
０
０
人
、集

団
６
０
０
人
計
上
。未
受
診
の
理
由
を

分
析
し
、そ
の
人
に
応
じ
た
通
知
で
内

容
を
変
更
し
送
付
す
る
方
法
に
変
更
。

　
　

滞
納
繰
越
分
普
通
徴
収
保
険
料

の
現
状
は
。

金
は
、ど
う
い
っ
た
団
体
を
想
定
し
て

い
る
か
。

　
　

区
・
自
治
会
や
農
事
実
行
組
合

を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

箸
尾
駅
前
周
辺
は
水
害
の
あ
る

地
区
だ
が
、土
地
利
用
計
画
の
見
通

し
は
。

　
　

浸
水
想
定
深
は
十
分
念
頭
に
置

き
対
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
の
現
状
は
。

　
　

電
気
設
備
を
整
え
て
、「
Ｒ
Ｖ

パ
ー
ク
」と
し
て
認
定
変
更
の
た
め

整
備
工
事
を
計
上
。

　
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の
面
的
普

及
は
。

　
　

４
年
間
で
２
３
０
件
の
設
置
だ

が
、整
備
率
は
10
％
程
度
の
状
況
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

38億
2,780
万円

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委    

員

委    

員

委    

員

委    

員

委    

員

堀
川　
季
延

笹
井　
由
明

山
田
美
津
代

坂
野　
佳
宏

吉
村　
裕
之

吉
村
眞
弓
美

青
木　
義
勝

水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

教
育
費

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
用

使
途
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で

あ
れ
ば
充
当
可
能
で
あ
り
、中
小
企
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
交
付
金
や
設
備
投
資
の

補
助
金
等
で
あ
る
。

　
　

指
定
ご
み
袋
の
手
数
料
は
近
隣

市
町
村
と
比
べ
ど
う
か
。

　
　
ご
み
袋
の
料
金
は
、近
隣
市
町
村

と
ほ
ぼ
同
じ
で
設
定
。

　
　
戸
籍
事
務
内
連
携
サ
ー
バ
ー
設
置

シ
ス
テ
ム
改
修
の
理
由
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
国
の
標
準
化
仕
様
と
整
合
を
図
る

た
め
の
改
修
で
、戸
籍
謄
本
等
は
本
籍

地
以
外
で
も
取
得
で
き
、ま
た
届
出
に

お
い
て
戸
籍
謄
本
等
の
提
出
が
省
略
で

き
る
。（
実
施
時
期
は
未
定
）

　
　

公
共
施
設
の
広
域
連
携
に
新
施

設
の
共
同
設
置
の
検
討
は
。

　
　

共
同
検
討
会
で
は
共
同
利
用
の

検
討
か
ら
進
め
て
お
り
、共
同
管
理
・

共
同
設
置
の
検
討
は
そ
の
後
で
。

　
　

高
齢
者
住
宅
用
火
災
報
知
器
の

設
置
の
助
成
は
。

　
　
消
防
と
民
生
委
員
で
該
当
世
帯
を

訪
問
し
、設
置
の
有
無
を
確
認
中
。購
入

分
も
含
め
補
助
の
制
度
を
進
め
る
。

　
　

自
動
車
改
造
費
補
助
事
業
は
障

が
い
者
の
サ
ポ
ー
ト
者
に
も
支
援
が

必
要
。

　
　

支
援
者
の
声
が
多
け
れ
ば
要
綱

を
見
直
す
考
え
は
あ
る
。

　
　
し
尿
処
理
に
つ
い
て
、下
水
普
及

に
向
け
て
の
取
組
み
は
。

　
　

市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
も
あ

る
こ
と
か
ら
、浄
化
槽
で
の
く
み
取
り

が
微
増
。要
件
の
見
直
し
が
必
要
。

　
　

環
境
に
優
し
い
農
業
推
進
補
助

　
　

１６
世
帯
６１
万
円
の
滞
納
者
が
あ

り
、収
入
が
少
な
い
た
め
の
も
の
と
把

握
し
て
い
る
。

　
　
社
会
資
源
把
握
支
援
サ
ー
ビ
ス
シ

ス
テ
ム
構
築
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　

介
護
施
設
、医
療
、地
域
の
通
い

の
場
な
ど
の
情
報
を
載
せ
た
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
お
り
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
委
託
料
で
あ
る
。

　
　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

及
び
第
１
号
通
所
事
業
の
予
算
が
減

額
の
理
由
は
。

　
　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

は
、制
度
改
正
の
た
め
自
己
負
担
額
の

変
更
に
よ
る
公
費
負
担
の
減
額
で
あ

る
。

　
第
１
号
通
所
事
業（
短
期
集
中
サ
ー

ビ
ス
Ｃ
）は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
未
実
施

の
た
め
の
減
額
計
上
。

後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
5億
3,890
万円

介
護
保
険

特
別
会
計

26億
6,960
万円

墓
地
事
業

特
別
会
計

1,950
万円

学
校
給
食

特
別
会
計

3億
1,570
万円

委
託
。

（
収
益
的
支
出
）

１０
億
６
，７
４
９
万
３
千
円

（
資
本
的
支
出
）

６
億
４
０
０
万
８
千
円

　
　
下
水
道
料
金
値
上
げ
の
予
定
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、値
上
げ
検
討
は

中
断
し
て
い
る
が
、水
道
広
域
化
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
下
水
道
料
金
の
適
正
化

を
検
討
す
る
。
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令和４年第１回（１月１９日）臨時会提出議案
議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

議案第1号 子育て世帯臨時特別給付金に関する補正（所得
制限の撤廃等）令和３年度広陵町一般会計補正予算（第１２号）

議案第 3号 同上（中区）広陵町新清掃施設操業停止後における中継施設活用
等に関する中区との協定について

議案第 4号 同上（広瀬区）広陵町新清掃施設操業停止後における中継施設活用
等に関する広瀬区との協定について

議案第 5号 同上（百済区）広陵町新清掃施設操業停止後における中継施設活用
等に関する百済区との協定について

議案第 6号 クリーンセンターを廃止して新たな中継施設を
設置する広陵町ごみ中継施設設置条例の制定について

議案第7号 職員の勤務条件の著しい変化に柔軟に対応でき
るように、給料の調整額規程を設ける

一般職の職員の給与に関する条例及び広陵町会計年
度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部
を改正することについて

議案第 8号 クリーンセンター稼働停止に伴うピット内の清掃等令和３年度広陵町一般会計補正予算（第１３号）

令和４年第２回（２月２２日）臨時会提出議案
議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

議案第 2号
令和 4年 3月 18 日クリーンセンター稼働停止
後、ゴミ積み替え施設として利用すること他に
ついて古寺区と協定した

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施設活用
等に関する古寺区との協定について

令和４年３月定例会提出議案（議案は採決し、報告は町長専決の報告）
議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

報告第1号 条文の段ずれを訂正する専決広陵町下水道条例の一部を改正する条例の専決処分
の報告について

報告第 2号 非課税世帯への 10万円給付のための専決令和３年度広陵町一般会計補正予算（第１１号）の
専決処分の報告について

報告第 3号 令和 4年度予算を報告する令和４年度広陵町土地開発公社予算について

議案第 9号 松井秀史氏を再任する教育委員会の委員の任命につき同意を求めることに
ついて

議案第10号 教育・文化芸術振興のための新たな基金を設ける広陵町教育・文化芸術振興基金条例の制定について

議案第11号 体育施設使用料を見直すための委員会を設置する広陵町体育施設使用料適正化検討委員会設置条例の
制定について

議案第12号 行政組織の見直しを行う広陵町行政組織条例の一部を改正することについて

議案第13号 育児休業法改定に伴い条例を改定（男性の取得
が焦点）する

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正するこ
とについて

議案第14号
国保の県単位化を前提とした国保税の引き上げ
と、国が行う子どもの均等割り半額減額を同時
に進める

広陵町国民健康保険税条例の一部を改正することに
ついて

　
　

合
葬
墓
の
状
況
と
町
営
墓
地
の

返
還
金
の
割
合
は
。

　
　
合
葬
墓
に
は
現
在
36
件
の
納
骨

が
あ
る
。一
般
墓
地
は
購
入
金
額
の
６

割
、墓
石
建
立
使
用
の
場
合
は
現
状
復

帰
で
２
割
の
返
還
。

　
　
食
材
関
係
が
高
騰
し
て
い
る
。給
食

費
の
長
期
的
な
考
え
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
特
殊
事
情
が
あ

り
、し
ば
ら
く
は
公
費
負
担
で
補
え
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

（
収
益
的
支
出
）

８
億
６
，５
０
７
万
９
千
円

（
資
本
的
支
出
）

３
億
３
，６
７
６
万
６
千
円

　
　
技
術
支
援
業
務
委
託
料
２
名
の

考
え
方
は
。

　
　
工
事
図
書
の
作
成
、工
事
現
場
の

管
理
等
高
度
な
知
識
が
必
要
な
た
め

　
　
要
保
護・準
要
保
護
児
童
就
学
援

助
費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
全
体
に
児
童・生
徒
数
が
減
少
傾

向
の
た
め
。

　
　

巣
山
古
墳
整
備
事
業
の
整
備
後

の
展
開
は
。

　
　
周
遊
路
を
整
備
し
て
、古
墳
の
周

囲
を
巡
り
な
が
ら
、古
墳
の
大
き
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
。

　
　

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
は
何

名
程
度
予
定
か
。未
受
診
者
に
対
す
る

勧
奨
、効
果
は
。

　
　
人
数
は
、個
別
１
，６
０
０
人
、集

団
６
０
０
人
計
上
。未
受
診
の
理
由
を

分
析
し
、そ
の
人
に
応
じ
た
通
知
で
内

容
を
変
更
し
送
付
す
る
方
法
に
変
更
。

　
　

滞
納
繰
越
分
普
通
徴
収
保
険
料

の
現
状
は
。

金
は
、ど
う
い
っ
た
団
体
を
想
定
し
て

い
る
か
。

　
　

区
・
自
治
会
や
農
事
実
行
組
合

を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

箸
尾
駅
前
周
辺
は
水
害
の
あ
る

地
区
だ
が
、土
地
利
用
計
画
の
見
通

し
は
。

　
　

浸
水
想
定
深
は
十
分
念
頭
に
置

き
対
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
の
現
状
は
。

　
　

電
気
設
備
を
整
え
て
、「
Ｒ
Ｖ

パ
ー
ク
」と
し
て
認
定
変
更
の
た
め

整
備
工
事
を
計
上
。

　
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の
面
的
普

及
は
。

　
　

４
年
間
で
２
３
０
件
の
設
置
だ

が
、整
備
率
は
10
％
程
度
の
状
況
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
用

使
途
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で

あ
れ
ば
充
当
可
能
で
あ
り
、中
小
企
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
交
付
金
や
設
備
投
資
の

補
助
金
等
で
あ
る
。

　
　

指
定
ご
み
袋
の
手
数
料
は
近
隣

市
町
村
と
比
べ
ど
う
か
。

　
　
ご
み
袋
の
料
金
は
、近
隣
市
町
村

と
ほ
ぼ
同
じ
で
設
定
。

　
　
戸
籍
事
務
内
連
携
サ
ー
バ
ー
設
置

シ
ス
テ
ム
改
修
の
理
由
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
国
の
標
準
化
仕
様
と
整
合
を
図
る

た
め
の
改
修
で
、戸
籍
謄
本
等
は
本
籍

地
以
外
で
も
取
得
で
き
、ま
た
届
出
に

お
い
て
戸
籍
謄
本
等
の
提
出
が
省
略
で

き
る
。（
実
施
時
期
は
未
定
）

　
　

公
共
施
設
の
広
域
連
携
に
新
施

設
の
共
同
設
置
の
検
討
は
。

　
　

共
同
検
討
会
で
は
共
同
利
用
の

検
討
か
ら
進
め
て
お
り
、共
同
管
理
・

共
同
設
置
の
検
討
は
そ
の
後
で
。

　
　

高
齢
者
住
宅
用
火
災
報
知
器
の

設
置
の
助
成
は
。

　
　
消
防
と
民
生
委
員
で
該
当
世
帯
を

訪
問
し
、設
置
の
有
無
を
確
認
中
。購
入

分
も
含
め
補
助
の
制
度
を
進
め
る
。

　
　

自
動
車
改
造
費
補
助
事
業
は
障

が
い
者
の
サ
ポ
ー
ト
者
に
も
支
援
が

必
要
。

　
　

支
援
者
の
声
が
多
け
れ
ば
要
綱

を
見
直
す
考
え
は
あ
る
。

　
　
し
尿
処
理
に
つ
い
て
、下
水
普
及

に
向
け
て
の
取
組
み
は
。

　
　

市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
も
あ

る
こ
と
か
ら
、浄
化
槽
で
の
く
み
取
り

が
微
増
。要
件
の
見
直
し
が
必
要
。

　
　

環
境
に
優
し
い
農
業
推
進
補
助

　
　

１６
世
帯
６１
万
円
の
滞
納
者
が
あ

り
、収
入
が
少
な
い
た
め
の
も
の
と
把

握
し
て
い
る
。

　
　
社
会
資
源
把
握
支
援
サ
ー
ビ
ス
シ

ス
テ
ム
構
築
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　

介
護
施
設
、医
療
、地
域
の
通
い

の
場
な
ど
の
情
報
を
載
せ
た
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
お
り
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
委
託
料
で
あ
る
。

　
　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

及
び
第
１
号
通
所
事
業
の
予
算
が
減

額
の
理
由
は
。

　
　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

は
、制
度
改
正
の
た
め
自
己
負
担
額
の

変
更
に
よ
る
公
費
負
担
の
減
額
で
あ

る
。

　
第
１
号
通
所
事
業（
短
期
集
中
サ
ー

ビ
ス
Ｃ
）は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
未
実
施

の
た
め
の
減
額
計
上
。

委
託
。

（
収
益
的
支
出
）

１０
億
６
，７
４
９
万
３
千
円

（
資
本
的
支
出
）

６
億
４
０
０
万
８
千
円

　
　
下
水
道
料
金
値
上
げ
の
予
定
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、値
上
げ
検
討
は

中
断
し
て
い
る
が
、水
道
広
域
化
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
下
水
道
料
金
の
適
正
化

を
検
討
す
る
。
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議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

議案第15号

議案第16号

財政状況の公表時期（2月・8月を6月・12月に）と公
表方法を変更（庁舎前掲示板から広報紙・HP）する

財政状況の公表に関する条例の一部を改正すること
について

議案第17号

設置目標の改定及びもくせいクラブを廃止する広陵町放課後子ども育成教室条例の一部を改正する
ことについて

議案第18号

高校卒業までの医療費を無料化する広陵町子ども医療費助成条例の一部を改正すること
について

議案第19号

自転車通行帯、将来の自動運転対応道路につい
て定める

広陵町町道の構造の技術的基準を定める条例の一部
を改正することについて

議案第 20号

自転車・歩行者専用道路の整備を行う広陵町移動等円滑化のために必要な町道の構造に関
する基準を定める条例の一部を改正することについて

議案第 21号

年金担保貸付事業の廃止に伴い「但し書き」を
廃止する

広陵町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す
ることについて

議案第 22号

＊多岐にわたる（年度末の不用額調整を含む）令和３年度広陵町一般会計補正予算（第１４号）

議案第 23号

賄い材料費負担額を調整する令和３年度広陵町学校給食特別会計補正予算（第１号）

議案第 24号

営業収益と営業費用の変更令和３年度広陵町水道事業会計補正予算（第３号）

議案第 25号

資本的収入と資本的支出の変更令和３年度広陵町下水道事業会計補正予算（第１号）

議案第 26号

令和 4年度の＜一般会計予算＞を定める令和４年度広陵町一般会計予算

議案第 27号

＜国民健康保険特別会計予算＞令和４年度広陵町国民健康保険特別会計予算

議案第 28号

＜後期高齢者医療特別会計予算＞令和４年度広陵町後期高齢者医療特別会計予算

議案第 29号

＜介護保険特別会計予算＞令和４年度広陵町介護保険特別会計予算

議案第 30号

＜墓地事業特別会計予算＞令和４年度広陵町墓地事業特別会計予算

議案第 31号

＜学校給食特別会計予算＞令和４年度広陵町学校給食特別会計予算

議案第 32号

＜水道事業会計予算＞令和４年度広陵町水道事業会計予算

議案第 33号

＜下水道事業会計予算＞令和４年度広陵町下水道事業会計予算

議案第 34号

第５次広陵町総合計画を定める第５次広陵町総合計画を定めることについて

請願第1号

議員定数、任期を見直す奈良県広域消防組合規約の変更について

議 員 提 出
議案第1号

有料ゴミ袋を半額にすることを求める請願広陵町の有料ゴミ袋を半額にすることを求める請願
について

議 員 提 出
議案第 2号

予算審査特別委員会（7名）を設置する予算審査特別委員会設置に関する決議について

議 員 提 出
議案第 3号

政府に対して、平和的解決を求める意見書を提
出する

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に対し断固抗
議し、平和的解決を求める意見書について

議 員 提 出
議案第 4号

ごみ減量等推進審議会の再開を求める決議広陵町ごみ減量等推進審議会の再開を求める決議に
ついて

議 員 提 出
議案第 5号

政府に対して、政党助成金の廃止等を求める政党助成金の廃止等を求める意見書について

政府に対して、デジタル化の推進を求める地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を
求める意見書について
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脱炭素社会の実現や地球環境への負荷の減少にむけた持続可能な循環型社会形成への推進は、わが国のみならず世界共通の課題として、将来世
代に対する現在を生きるものの責務である。
本町においては、平成１２年に設置された「広陵町ごみ減量等推進審議会」における審議を踏まえ、平成１８年１１月からごみ減量を目的にごみ有料化が実

施され、住民や事業所等の理解と日々 の協力により、人口の増加に反比例する形で、可燃ごみは減量した。今後は更なるごみの発生回避に取り組んでいく必
要がある。
本町におけるごみ処理施設等については、平成１１年に住民訴訟が提起されたことによる移転、また、新たな設置場所においては平成１９年から１５年間を操

業期間とすることを条件に、設置地及び周辺地域の住民の理解と協力により協定書を締結し、現クリーンセンターを設置操業してきた。令和４年３月１８日をもっ
て当該施設の操業停止にあたり、協定書の変更により、引き続き当該施設の一部をごみ積み替えの中継施設として使用することが可能となった。
現クリーンセンターの操業停止後は、ごみの中継については令和７年稼働予定の安堵町における「まほろば環境衛生組合」において、そして、ごみの処理

については天理市における「山辺・県北西部広域環境衛生組合」において、それぞれ設置及び運営等を共同して行われる。本町としては、ごみ処理施設等
の設置場所がどこにあろうと、環境負荷軽減に向けたごみ発生量自体の抑制と、排出においても循環型社会の形成に資する取組を実行する必要がある。
これらは今後発生する広域処理への本町の負担金の軽減に繋がる。
しかし、それらごみの減量（リデュース）、再利用（リユース）、再資源化（リサイクル）及び断る（リフューズ）の４Ｒへの取組推進や、適正処理施設の建設、運営、
処理、公害防止対策、地元環境対策等、近年のごみ処理に係る課題は多岐にわたり、その事業実施や取組に際しては、これまで以上に多額の費用が掛かる
ため、町財政全般への影響も懸念するところである。
以上のことから、現クリーンセンター操業停止後速やかに、「広陵町ごみ減量等推進審議会」を再開し、下記の点につき審議し、その結果を広く町民のみ

なさまに周知することで、広陵町のごみ処理行政について幅広い理解を求めるよう努めることを望む。

記

１　これまでのごみ減量に向けた取組や行動計画等への評価とその効果を明らかにすること。
２　自治基本条例の理念に基づき、町民のみなさまと共に町の環境対策の一つとして今後のごみ減量対策への取組、ごみの分別種類の選定及

び収集方法について検討すること。
３　住民の作業や金銭的な負担への配慮及び町財政等を考慮した総合的な視点から、指定ごみ袋の価格について慎重に検討すること。

以上、決議する。
　令和４年３月２２日

奈良県広陵町議会

広陵町ごみ減量等推進審議会の再開を求める決議

少子高齢化や人口減少の進展により、あらゆる現場で人手不足や後継者不足が叫ばれる中で、新しい地域社会の構築は、地方自治体にとって喫緊の
課題となっている。また今後は、新型コロナウイルス感染症などの感染症の蔓延を防ぐ上で、人と人との直接的な接触を低減させることが必要となり、働き方
や教育、医療や福祉といった、日常生活の現場の変容が求められている。
そして今、政府の「デジタル田園都市国家構想」への取り組みをはじめ、社会のデジタル化への流れが加速する中で、「誰一人取り残されないデジタル社会」

の実現を目指して、地域の課題解決に資するデジタル化を、適切かつ迅速に推進し、すべての住民がその恩恵を享受できる社会を構築する時代が到来した。
そこで政府に対して、子どもたちの学びの継続、医療への適時適切なアクセス、分散型社会の構築など、特に地方創生と感染症対策に資するデジタル
化の推進について特段の取り組みを求める。

記
１　すべての子どもたちの学びの継続のために
すべての地域で、感染症の拡大防止や不登校児童生徒への柔軟な対応など、誰もが何処でも安心して学びが継続できるように、リモート授
業を可能にするための通信環境等の整備、デジタル教材や通信料の無償化など、各家庭の状況に配慮した対応ができるよう、所要の措置を講
じること。

２　医療への適時適切なアクセスのために
地域住民が安心して医療にアクセスできるよう、オンライン診療等を誰もが身近に受けられるように、現在、オンライン診療を適切に実施す

る前提となっている「かかりつけの医師」について、各地域に適切に配備すると同時に、その存在と役割を周知する広報活動の充実など、すべて
の住民が「かかりつけの医師」に繋がれるための取り組みを強化すること。

３　分散型社会の構築のために
地域の新しい兼業農家やデジタル人材の確保に向け、「転職なき移住」を実現するためのテレワークの拡大や、サテライトオフィスの整備等

に対する補助金等の拡充や税制の優遇、更に移住者への住宅取得支援や通信料金の軽減など、分散型社会の構築への総合的な取り組みを強
化すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和４年３月２２日

奈良県広陵町議会
内閣府特命担当大臣（地方創生） 野　田　聖　子　様
デジタル大臣 牧　島　かれん　様
新型コロナ対策・健康危機管理担当大臣 山　際　大志郎　様
デジタル田園都市国家構想担当大臣 若　宮　健　嗣　様

地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書
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反対反対 賛成

反対反対 賛成賛成

賛成 議
案
第
11
号
広
陵
町
体
育
施
設
使
用
料
適

正
化
検
討
委
員
会
設
置
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
14
号
広
陵
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て

令和４年３月定例会　議案採決状況一覧（○賛成　×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議　　　案 議決結果
 ×
 ×
 ×
 ×
 ×
 ×
 

○ 

○ ×
 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ×
 ×
 

○

 
○ 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ ×
 ×
 

○

 

○ 
○ 
○ 
○ 

○ 

○ ×
 ×
 

○

 

○ 

○ 
○ 
○ 
○ 

○ ×
 ×
 

○

 

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
○ 
○ ×

 

○
 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ×
 ×
 

○
 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ×
 ×
 

○

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ×
 ×
 

○

 ×
 ×
 ×
 ×
 ×
 ×
 

○ 

○ ×
 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ×
 ×
 

○

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ×
 ×
 

○

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ×
 

○

町
民
が
健
康
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
利
用
料
は
安
い
方
が
良
い
。

今
ま
で
毎
週
利
用
さ
れ
て
い
た
方
が
月
２
回

に
減
ら
す
な
ど
健
康
維
持
に
支
障
が
起
き
る
値

上
げ
の
適
正
化
委
員
会
な
の
で
反
対
。

国
保
税
は
、
所
得
２
０
２
万
円
の
３
人
家

族
で
２
１
，
４
０
０
円
の
値
上
げ
に
な
る
。

高
い
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
に
県
単
位
化
の
た
め
来
年
も

引
き
上
げ
る
と
い
う
。
こ
れ
で
は
必
要
な
医

療
も
受
け
ら
れ
ず
重
篤
化
が
心
配
だ
。
せ
っ

か
く
の
就
学
前
の
子
ど
も
の
均
等
割
半
額
免

除
の
減
額
措
置
も
吹
っ
飛
ぶ
。

議
案
第
25
号
令
和
４
年
度
広
陵
町

一
般
会
計
予
算

老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
建
て
替
え
や
無
料

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
実
施
の
予
算
が
な
い
。

町
民
の
命
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
公
共

交
通
も
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
は
考
え
て
い
な
い
、

防
災
無
線
も
進
ん
で
い
な
い
予
算
な
の
で
反
対
。

議
案
第
26
号
令
和
４
年
度
広
陵
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る
町
民
が
多
い

中
、
令
和
６
年
県
単
位
化
を
根
拠
に
値
上
げ

を
計
画
し
て
い
る
。
県
単
位
化
そ
の
も
の
が

間
違
っ
た
判
断
だ
。

広
陵
町
体
育
施
設
使
用
料
適
正
化
検
討
委

員
会
で
は
、
今
ま
で
も
、
使
用
料
に
関
し
て
、

住
民
ニ
ー
ズ
や
利
用
者
の
意
見
な
ど
客
観
的

な
資
料
を
踏
ま
え
た
議
論
が
さ
れ
て
き
て
い

る
。
た
だ
、
財
政
面
で
は
か
な
り
の
負
担
が

あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の

か
を
議
論
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
こ
の
条
例
に
賛
成
す
る
。

反
対
者
は
、
基
本
で
あ
る
奈
良
県
単
位

化
に
反
対
で
あ
り
、
審
議
に
な
じ
ま
な
い
。

一
般
会
計
で
述
べ
た
通
り
で
あ
り
賛
成
す

る
。

奈
良
県
単
位
化
に
向
け
て
急
激
な
負
担
増
と

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
予
算
で
あ
る
。低
所

得
者
に
は
軽
減
措
置
を
設
け
、高
所
得
者
に
は

コ
ロ
ナ
社
会
が
長
期
化
し
大
変
厳
し
い
社

会
情
勢
や
財
政
状
況
の
中
で
、
町
の
第
５
次

総
合
計
画
を
基
調
に
、ま
ち
の
将
来
像
を「
ｂ

ｅ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
〜
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
広
陵

〜
」
と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
密
着
し
た
施
策
・
事
業
を
中
心
に
編
成

さ
れ
た
、き
め
細
か
な
積
極
予
算
で
あ
る
。

議 案 第 1 1 号
議 案 第 1 4 号
議 案 第 2 5 号
議 案 第 2 6 号
議 案 第 2 7 号
議 案 第 2 8 号
請 願 第 1 号
議員提出議案第 4 号
議員提出議案第 5 号

原案可決（賛11・反2）
原案可決（賛11・反2）
原案可決（賛11・反2）
原案可決（賛11・反2）
原案可決（賛11・反2）
原案可決（賛11・反2）
不 採 択（ 賛 4・反 9 ）
否　　決（賛2・反11）
原案可決（賛11・反2）

八

尾

春

雄

岡

橋

庄

次

青

木

義

勝

岡

本

晃

隆

吉
村
眞
弓
美

吉

村

裕

之

谷
　

禎

一

坂

野

佳

宏

山
村
美
咲
子

笹

井

由

明

山
田
美
津
代

千

北

慎

也

堀

川

季

延

坂

口

友

良

応
分
の
負
担
を
求
め
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予

算
で
あ
り
賛
成
す
る
。
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反対反対 賛成

反対賛成

反対賛成反対賛成

賛成 議
案
第
27
号
令
和
４
年
度
広
陵
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

議
案
第
28
号
令
和
４
年
度
広
陵
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

自
己
負
担
１
割
か
ら
２
割
へ
の
変
更
で
、

受
診
の
抑
制
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
外
来
受

診
は
一
定
期
間
窓
口
負
担
が
配
慮
さ
れ
る
。

社
会
全
体
で
負
担
を
調
整
す
る
こ
と
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
費
制
度
を
含
む
、
国
民

皆
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る

た
め
の
見
直
し
で
あ
る
の
で
賛
成
す
る
。

昨
年
８
月
か
ら
施
設
に
お
け
る
食
費
、

居
住
費
の
負
担
限
度
額
が
上
が
り
数
万

円
負
担
増
の
方
も
あ
る
。
保
険
料
が
値
上

げ
さ
れ
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
減
り
利

用
料
も
上
が
る
こ
の
制
度
の
見
直
し
が
い

る
。

請
願
第
１
号
広
陵
町
の
有
料
ゴ
ミ
袋
を
半

額
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
に
つ
い
て

・
ご
み
袋
の
有
料
化
は
、
ご
み
減
量
の

効
果
を
期
待
し
て
設
定
さ
れ
た
手
数
料

で
あ
り
成
果
を
得
て
い
る
。
手
数
料
は

適
切
な
時
期
に
適
切
な
組
織
で
議
論
す

べ
き
と
考
え
る
。

・
ゴ
ミ
減
量
の
成
果
も
あ
り
、
建
設
基
金

の
積
み
立
て
は
必
要
で
あ
り
、
新
広
域
施

設
の
建
設
・
運
営
及
び
ゴ
ミ
処
理
費
の
負

担
額
の
按
分
は
、
全
て
ゴ
ミ
量
割
で
あ
る

の
で
、
半
額
に
な
れ
ば
ゴ
ミ
量
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
現
料
金
は
適
切
で
あ
る
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
た
め
に
、
入
退
院
調
整
ル
ー

ル
等
、
課
題
を
抱
え
る
人
に
寄
り
添
っ
た

包
括
的
な
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
た
め
賛
成
。

・
請
願
は
、
条
例
改
定
案
と
異
な
り
、

住
民
の
中
に
は
広
陵
町
の
ご
み
袋
は
こ

ん
な
に
高
い
、
も
う
少
し
ま
と
も
な
値

段
に
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
意
見
に

対
し
て
、
議
員
が
そ
り
ゃ
そ
う
や
ろ
と

理
解
す
る
の
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い

る
話
だ
。
採
択
し
た
ら
町
長
が
判
断
し

た
ら
よ
い
こ
と
だ
。

・
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
リ
サ
イ
ク
ル

の
有
資
源
ご
み
回
収
売
却
金
約
１
億
６
，

３
０
０
万
円
余
り
が
あ
る
。
一
般
会
計
編

入
す
る
の
を
や
め
、
一
部
住
民
に
還
元
す

べ
き
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
制

度
は
、
当
初
「
激
変
緩
和
措
置
」
を
言
い

訳
に
し
て
い
た
が
、
本
年
10
月
か
ら
医
療

費
を
２
倍
に
す
る
改
悪
が
実
行
さ
れ
る
。

年
金
を
減
ら
す
こ
と
と
相
ま
っ
て
許
さ
れ

な
い
。

議
員
提
出

議
案
第
４
号
政
党
助
成
金
の
廃
止
等
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

政
党
助
成
制
度
は
、
国
が
政
党
に
対
し
政

党
交
付
金
に
よ
る
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

政
党
の
政
治
活
動
の
健
全
な
発
達
の
促
進
及

び
そ
の
公
明
と
公
正
の
確
保
を
図
り
、
も
っ

て
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
だ
。

こ
の
制
度
が
政
党
の
堕
落
を
招
い
て
い
る
、

河
井
元
法
相
の
前
代
未
聞
の
選
挙
買
収
事
件

で
明
瞭
だ
。
こ
れ
を
廃
止
し
て
コ
ロ
ナ
で
疲

弊
し
て
い
る
国
民
に
支
援
す
べ
き
。

議
員
提
出

議
案
第
５
号

地
方
創
生
と
感
染
症
対
策
に

資
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

こ
の
意
見
書
は
、
非
常
時
へ
の
対
応
、
低

所
得
者
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
切
り
捨
て

が
危
惧
さ
れ
、
ま
た
、
特
定
の
企
業
の
儲
け

の
為
に
地
方
自
治
体
が
持
つ
個
人
情
報
も
利

用
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。

感
染
症
の
拡
大
は
、
「
人
と
の
接
触
を
避

け
な
が
ら
、
経
済
的
な
接
点
は
維
持
す
る
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
を
強

く
要
請
す
る
。
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
う

え
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
と
考
え
る
。
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よ し む ら ひ ろ ゆ き

議長 吉村 裕之

町政を

問う
一  般
質  問

一般質問を 3月 8日～ 10日に行いました。
なお、質問内容及び答弁内容については、紙面の
都合上、要約掲載となっておりますので、詳細につ
きましてはインターネット中継、または会議録をご
覧ください。
会議録は、6 月上旬に町役場及び町施設のサービ
スカウンターに配置し、広陵町ホームページにも掲
載する予定です。
○i 答弁者の「理事者」との記載は、
町長、副町長、教育長、関係部次
長の発言を要約して掲載する場合
に用いています。

●

●

●

クリーンセンター跡地利用は貯水機能を
将来を見据えた道路整備費は香芝が先行か
町にあったボランティアポイント制度を

谷　禎一　議員（15ページ）

●

●

●

公民館関係の生涯学習大いに期待したい
放課後塾は好評であるので継続を
新たな公共交通を進めたいがどうか

坂口　友良　議員（16ページ）

●

●

●

『健幸ポイント事業』について
令和７年度からのごみ処理方法は
新生児の出産祝い金制度の創設

岡橋　庄次　議員（17ページ）

●

●

●

空き家の利活用進展は
サポートブックを作成しては
今の内水対策事業で浸水は防げるか

山田　美津代　議員（20ページ）

●

●

●

定期的な PCR検査の実施について
中央公民館について
自治体のデジタル化について

八尾　春雄　議員（21ページ）

●

●
クリーンセンター広陵の操業停止後について
「なりわい」の経営は順調か

堀川　季延　議員（18ページ）

●

●
新型コロナウイルス感染症への対応
防災対策について

岡本　晃隆　議員（23ページ）

●

●
高齢者所帯の火事を防ぐには
箸尾駅北側特区見直しで開発の影響

青木　義勝　議員（24ページ）

●

●
健幸都市広陵町をめざして
「ホームスタート」事業の実施を

山村　美咲子　議員（26ページ）

●

●
要介護者がコロナ濃厚接触者の場合の対応
新組織！海外姉妹都市提携の締結を期待

千北　慎也　議員（27ページ） 
● 広陵町・再エネ導入計画について
吉村　眞弓美　議員（19ページ）

● 脱炭素社会実現に向けた取組状況について
笹井　由明　議員（22ページ）

● 認知症向けＧＰＳブレスレットについて
坂野　佳宏　議員（25ページ）
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た に よ し か ず

谷　禎一

将
来
を
見
据
え
た

道
路
整
備
費
は
香
芝

が
先
行
か

まちづくり

町
に
あ
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
を

まちづくり

　
　
平
成
25
年
よ
り
、
自
転
車
歩

行
者
道
路
の
整
備
を
要
望
し
て
き

た
が
、
香
芝
市
が
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
真
美

ケ
丘
店
ま
で
植
樹
帯
な
ど
を
撤
去

整
備
し
先
行
し
た
。広
陵
町
側
が

歩
道
等
の
整
備
計
画
が
あ
れ
ば
市

は
エ
コ
ー
ル
・
マ
ミ
ま
で
延
伸
す

る
考
え
だ
。自
転
車
レ
ー
ン（
か
ぐ

や
姫
ル
ー
ト
）
と
の
関
係
も
併
せ

た
歩
道
整
備
を
市
と
連
携
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
町
は
町
内
３
カ
所
に
調
整

池
の
工
事
を
進
め
て
い
る
。箸
尾

駅
周
辺
は
工
業
団
地
造
成
に
よ

る
浸
水
影
響
が
増
す
。萱
野
区
域

の
浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
に
も
、

中
継
施
設
と
貯
水
機
能
を
持
た

せ
た
公
園
が
適
当
と
考
え
る
。ま

た
、
太
陽
光
発
電
や
水
力
発
電
な

ど
考
え
れ
ば
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

跡
地
利
用
は
貯
水

機
能
を

危機管理理
事
者

県
河
川
課
と
協
議
し
、
下
流
市

街
地
へ
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
考
え
る
。
現
在
も
雨
水
調
整
池

を
設
置
し
て
い
る
が
、
別
途
調
整

池
の
設
置
や
広
場
の
保
水
機
能
を

理
事
者

香
芝
市
も
歩
道
整
備
の
た
め
拡

大
を
検
討
し
て
お
り
、「
か
つ
ら

ぎ
の
道
」
も
併
せ
て
市
と
繋
が
る

路
線
に
つ
い
て
は
連
携
し
た
整
備

を
考
え
る
。

理
事
者

住
民
は
有
償
ポ
イ
ン
ト
制
度
で

商
品
券
等
の
交
換
希
望
が
多
い
。

本
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
旨
や
、

デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
観
点
か
ら
も
考

え
、
今
後
検
討
す
る
。

持
た
せ
る
な
ど
、
ご
み
処
理
町
民

会
議
で
の
跡
地
利
用
の
提
言
を
踏

ま
え
て
貯
水
量
を
確
保
す
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
後
、
全
国
の
市

町
村
が
新
し
い
取
り
組
み
を
模
索

し
て
い
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

や
保
管
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で

お
り
、
容
易
に
な
っ
て
い
る
。
最

終
提
案
時
以
後
の
検
討
検
証
は
さ

れ
た
の
か
。

幹線道路整備（自転車歩行者道＝自歩道）
【広陵町】大谷・奥鳥井線 【香芝市】市道真美ケ丘幹線
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さ か ぐ ち と も よ し

坂口　友良

公
民
館
関
係
の
生
涯
学

習
大
い
に
期
待
し
た
い

生涯学習
　
　
建
替
に
関
す
る
検
討
な
ど
を

聞
き
複
合
化
や
多
機
能
化
な
ど
生

涯
学
習
に
か
け
る
当
局
の
熱
意
に

大
い
に
期
待
す
る
と
共
に
私
も
協

力
し
た
い
。歴
史
資
料
館
な
ど
複
合

化
も
示
さ
れ
、今
か
ら
学
芸
員
な
ど

専
門
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
集
め
る

計
画
も
進
め
て
い
き
た
い
の
で
人

材
バ
ン
ク
な
ど
の
検
討
は
ど
う
か
。

児
童
82
名
に
指
導
員
34
名
が
子

ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
形
で
の

学
習
指
導
を
行
っ
て
い
る
。し
っ

文
化
芸
術
や
生
涯
学
習
の
推
進

に
は
人
の
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。人
材
バ
ン
ク
を
始
め
と
し
、

ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
人
材
の
育
成
や
講

座
等
に
も
力
を
入
れ
、
生
涯
学
習

放
課
後
塾
は
好
評
で

あ
る
の
で
継
続
を

放課後塾
　
　
小
学
校
で
の
放
課
後
塾
は
、
指

導
員
と
児
童
は
１
対
３
の
目
の
細
か
い

学
習
指
導
が
で
き
、つ
ま
ず
き
場
所
や

苦
手
箇
所
も
す
ぐ
気
がつ
き
、わ
か
り

や
す
い
と
好
評
で
あ
る
。少
人
数
指
導

の
効
果
が
で
て
お
り
、
児
童
自
身
の
自

信
に
繋
が
る
の
で
今
後
も
こ
の
体
制
で

継
続
し
た
い
が
考
え
は
ど
う
か
。

新
た
な
公
共
交
通
を

進
め
た
い
が
ど
う
か

公共交通
　
　
公
共
交
通
計
画
も
示
さ
れ
、

こ
の
中
で
実
現
が
一
番
早
い
と
思

わ
れ
る
の
が
自
家
用
有
償
運
送
で

あ
る
。コ
ロ
ナ
対
策
ワ
ク
チ
ン
３

回
目
も
進
ん
で
き
た
の
で
ス
ト
ッ

プ
し
た
ま
ま
の
広
陵
さ
さ
え
愛
会

議
も
再
開
し
て
い
き
た
い
。

　
当
局
だ
け
で
は
こ
の
計
画
は
で

き
な
い
の
で
地
域
主
体
に
よ
る
運

行
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

植
村
教
育
長

植
村
教
育
長

山
村
町
長

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
75
歳
以

上
で
は
38
．４
％
の
人
が
利
用
を

希
望
さ
れ
て
い
る
。広
陵
元
気
号

の
一
部
を
非
定
時
・
非
定
路
線
型

の
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に
切
り

替
え
な
ど
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

と
も
協
議
を
重
ね
検
討
し
て
い
き

た
い
。

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

か
り
と
基
礎
・
基
本
の
定
着
と
習

慣
を
身
に
付
け
意
欲
の
向
上
を
は

か
る
た
め
に
継
続
し
て
い
く
。今

年
は
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
早
め

て
い
き
た
い
。
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お か は し し ょ う じ

岡橋　庄次

『
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事

業
』に
つ
い
て

コロナ
対　策

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代

を
迎
え
て
、
閉
塞
感
を
緩
和
す
る

た
め
、
日
常
的
に
町
民
の
誰
も
が

気
軽
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

楽
し
く
健
康
を
維
持
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
『
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事

業
』を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

・
地
域
の
健
康
を
底
上
げ
す
る
た

め
、
広
陵
元
気
塾
は
専
門
職
が

地
域
を
巡
回
し
て
い
る
が
、
今

は
動
画
で
配
信
中
。

・
本
町
の
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
は

が
ん
予
防
推
進
員
活
動
で
実
施

し
、
無
関
心
層
へ
の
働
き
か
け

を
促
す
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
の

ご
み
処
理
方
法
は

環境意識　
　
ご
み
処
理
方
法
の
変
更
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
厳
し
い
分

別
や
各
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
資

ご
み
分
別
等
の
変
更
に
よ
り
町

民
の
環
境
問
題
へ
の
意
識
が
薄
れ

な
い
よ
う
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
資
源
循
環
型
社
会
の
形

成
に
向
け
、
ご
み
減
量
化
・
資
源

化
を
推
進
し
、
毎
年
９
月
に
開
催

の
ご
み
減
量
フ
ェ
ア
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
に
は
再
開
し

た
い
。

新
生
児
の
出
産
祝

い
金
制
度
の
創
設

子育て支援

山
村
町
長

山
村
町
長

本
町
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
を
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
お

り
、令
和
４
年
度
か
ら
は
、機
構
改

革
に
よ
り
こ
ど
も
局
の
創
設
を
行

い
、体
制
を
一
元
化
し
、な
お
一
層

の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
。

山
村
町
長

　
　
第
５
次
広
陵
町
総
合
計
画
の

答
申
に
あ
る
「
地
域
の
魅
力
や
可

能
性
を
引
き
出
し
、
ゆ
と
り
と
潤

い
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
生
活
空
間
を

さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
地
方
創
生
」

を
実
現
す
る
た
め
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
と
し

て
、
新
生
児
の
出
産
祝
い
金
制
度

の
創
設
を
し
て
は
ど
う
か
。

源
ご
み
の
収
集
な
ど
に
よ
り
育
ま

れ
て
き
た
町
民
の
環
境
意
識
や
相

互
交
流
の
場
が
減
衰
す
る
こ
と
を

危
惧
す
る
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
と
し
て
日
常
的
に
環
境
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
を
促
す
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
取
り
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

「
健
幸（
け
ん
こ
う
）」と
は
？

最
近
普
及
し
て
き
た
造
語
の
一
つ

で
、健
康
で
幸
せ
、つ
ま
り「
身
体

面
で
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
人
々

が
生
き
が
い
を
感
じ
、
安
心
安
全

で
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
こ
と
」

（
広
報
こ
う
り
ょ
う
２
０
１
６
年

５
月
号
よ
り
）
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ほ り か わ と し の ぶ

堀川　季延
　
　
広
陵
町
産
業
総
合
振
興
機
構

な
り
わ
い
は
設
立
以
来
２
年
が
経

過
し
、地
域
産
業
の
育
成
、農
業
振

興
、
観
光
振
興
の
三
本
柱
を
担
い

様
々
な
方
向
で
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
職
員
採
用
や
経
営
に
つ
い
て

順
調
か
。ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
実
績
は
ど
う
か
。

「
な
り
わ
い
」の
経
営

は
順
調
か

　
な
り
わ
い
は
「
町
ま
る
ご
と
商

品
化
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
町
、

商
工
会
、Ｊ
Ａ
北
葛
支
部
総
括
部
長

が
社
員
と
な
り
、
理
事
会
は
理
事

９
人
、
監
事
２
人
で
構
成
さ
れ
る
。

理
事
会
に
お
い
て
事
業
計
画
や
予

算
が
協
議
さ
れ
、
経
営
は
順
調
で

あ
る
。

　
靴
下
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
広

陵
く
つ
し
た
博
物
館
」
の
運
営
や

地
場
産
品
の
販
路
拡
大
を
進
め
て

お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
。ま
た
、農
家
か
ら
直
接
野
菜
・

い
ち
ご
を
仕
入
れ
、
介
護
施
設
や

給
食
に
供
給
し
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
企
業
な
ど
か
ら
の
相
談
事
業
と

し
て
、
２
２
７
者
か
ら
１
０
０
０

回
を
超
え
る
相
談
を
受
け
て
お
り
、

対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
な
ど
事
業

者
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

山
村
町
長

産業振興

　
　①

停
止
後
の
ご
み
の
引
き
受
け
先

と
年
間
の
必
要
経
費
に
つ
い

て
、
搬
送
先
ご
と
の
単
価
と
内

訳
を
尋
ね
る
。

②
そ
の
他
プ
ラ
が
可
燃
ご
み
と
一

緒
に
搬
出
で
き
る
の
は
、
い
つ

か
ら
始
め
る
の
か
。　　

③
缶・瓶・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源

ご
み
を
、リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
分
別
し
出
し
て
い
る

が
、ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止
決

定
は
い
つ
頃
の
見
込
み
か
。

④
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
広
陵
の
跡

地
利
用
計
画
の
進
展
と
、
中
継

施
設
の
施
設
計
画
を
尋
ね
る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

広
陵
の
操
業
停
止
後

に
つ
い
て

生活環境

①
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
は
、
天
理

市
、
大
和
高
田
市
、
河
合
町
、

三
郷
町
に
一
ト
ン
一
万
五
千
円

で
受
け
入
れ
を
お
願
い
し
、
残

り
は
民
間
事
業
者
に
委
託
す

る
。
そ
の
他
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
一
ト
ン
八
万
八
千
円
、
容
器

包
装
プ
ラ
は
一
ト
ン
六
万
六
千

円
で
、
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み

と
併
せ
年
間
三
億
三
千
万
円
を

予
定
し
て
い
る
。

②
天
理
市
の
広
域
ご
み
処
理
施
設

が
稼
働
す
る
令
和
７
年
に
可
燃

ご
み
と
し
て
取
り
扱
う
予
定
で

あ
る
。

③
②
で
お
答
え
し
た
と
お
り
令
和

７
年
に
、
地
域
の
意
向
を
踏
ま

え
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
を
継
続

か
廃
止
か
を
協
議
決
定
す
る
。

④
跡
地
利
用
は
、
ご
み
処
理
町
民

会
議
で
協
議
願
い
提
言
を
い
た

だ
く
。
中
継
施
設
は
、
国
の
補

助
が
受
け
ら
れ
れ
ば
、
現
施
設

を
撤
去
し
新
た
に
中
継
施
設
を

設
置
す
る
。
今
後
国
・
県
と
協

議
を
進
め
る
。

山
村
町
長
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吉村　眞弓美

広
陵
町･

再
エ
ネ
導

入
計
画
に
つ
い
て

環　境
　
　
国
に
お
い
て
は
、
30
年
度
ま

で
に
少
な
く
と
も
１
０
０
カ
所
の

脱
炭
素
先
行
地
域
を
選
び
、重
点

的
に
支
援
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
。そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、広
陵
町

は
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
ば
れ
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。そ
こ
で
、本
町
に
お
け
る
再

エ
ネ
導
入
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い

す
る
。

①
実
行
計
画
の
中
に
は
、太
陽
光

パ
ネ
ル
の
廃
棄
に
つ
い
て
き
ち

ん
と
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

②
将
来
の
公
共
交
通
を
考
え
た
と

き
、電
気
自
動
車
に
よ
る
自
動

運
転
も
選
択
肢
の
中
に
入
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

③
電
力
の
町
内
経
済
循
環
の
た
め

に
は
地
域
新
電
力
会
社
が
要
に

な
る
と
考
え
る
。し
か
し
、広
域

で
そ
れ
を
行
う
場
合
、広
陵
町

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
の

で
あ
れ
ば
、例
え
ば
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ

デ
ル
事
業
者
が
地
域
新
電
力
会

社
と
い
う
位
置
付
け
と
な
り
、

災
害
時
に
地
域
分
散
型
の
発
電

所
と
し
て
の
役
目
を
担
い
、太

陽
光
か
ら
集
め
た
電
力
を
地
域

に
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
と
は
、
需
要
家
の

屋
根
や
敷
地
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
無
償
で
設
置
・
運
用

し
て
、
発
電
し
た
電
気
を
需
要
家

自
身
が
購
入
、Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
者
に

そ
の
使
用
料
を
支
払
う
ビ
ジ
ネ
ス

理
事
者

①
再
エ
ネ
導
入
計
画
が
策
定
さ

れ
た
の
で
、そ
の
検
証
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
規
定
・
管
理
が
必

要
か
考
え
て
い
く
。Ｐ
Ｐ
Ａ
モ

デ
ル
導
入
時
、
場
合
に
よ
っ
て

は
条
例
制
定
を
間
に
合
わ
せ
る

必
要
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る

と
考
え
る
。

②
広
陵
町
に
お
い
て
は
、
真
美
ケ

丘
地
域
で
４
車
線
道
路
を
２
車

線
道
路
に
す
る
と
仮
定
し
て
、

そ
れ
を
前
提
と
し
て
電
気
自
動

車
に
よ
る
実
証
実
験
が
ど
こ
ま

で
可
能
で
あ
る
の
か
、そ
う
い
う

具
体
的
な
と
こ
ろ
を
見
極
め
な

が
ら
実
証
実
験
を
行
う
こ
と
が

大
切
と
考
え
る
。ま
ず
は
や
っ
て

み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

③
広
陵
町
に
お
い
て
太
陽
光
が

普
及
し
、例
え
ば
、災
害
の
観
点

を
含
め
、
蓄
電
池
を
一
緒
に

買
っ
て
い
た
だ
く
と
か
、
そ
の

時
の
契
約
条
件
と
し
て
災
害
時

に
は
緊
急
用
の
電
源
と
し
て
提

供
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
内
容

を
も
り
込
む
と
い
う
こ
と
も
あ

り
う
る
。そ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
分
散
型
の
発
電
所
と

い
う
こ
と
で
、
災
害
に
強
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

モ
デ
ル
を
指
す
。Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル

に
は
、初
期
費
用
、保
守
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
の
維
持
費
を
基
本
的
に

は
発
生
さ
せ
ず
電
力
コ
ス
ト
の
低

減
が
期
待
で
き
る
。
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山田  美津代

空
き
家
の
利
活
用

進
展
は

空家利活用
高
齢
者
支
援
の
た
め
安
価
な

家
の
確
保
が
必
要
。今
に
も
倒
壊

し
そ
う
な
町
営
住
宅
や
古
寺
町
営

住
宅
で
は
階
段
が
あ
り
困
難
な
方

も
お
ら
れ
る
中
、
賃
貸
住
宅
や
空

き
家
を
、
改
修
を
し
て
提
供
す
る

国
の
制
度
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

周
知
し
て
活
用
す
べ
き
。ま
た
町

内
の
子
ど
も
食
堂
の
居
場
所
と
し

て
空
き
家
を
提
供
す
る
支
援
な
ど

検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
て
は

障がい者　
検
診
な
ど
で
障
が
い
が
見
つ

か
り
発
達
相
談
を
進
め
ら
れ
る
が
、

各
機
関
で
支
援
や
、フ
ォ
ロ
ー
が
必

要
な
対
応
を
情
報
共
有
で
き
て
い

な
い
た
め
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
的
な

も
の
が
有
れ
ば
今
ま
で
の
履
歴
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。葛
城
市
は
、

つ
な
が
る
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い

て
情
報
共
有
に
役
立
っ
て
い
る
。

今
の
内
水
対
策
事

業
で
浸
水
は
防
げ

る
か

調整池事業
　
　
町
は
今
ま
で
の
開
発
を
検
証

し
て
水
害
防
止
の
徹
底
を
図
る
べ

き
。

①
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
が
起

こ
ら
な
い
地
域
か
。

②
想
定
す
る
雨
量
と
降
雨
時
間
は
。

国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

を
県
と
連
携
し
て
活
用
し
て
い
く
。

子
ど
も
食
堂
は
エ
コ
セ
ン
タ
ー

や
地
域
の
公
民
館
な
ど
の
利
用
も

診
断
を
受
け
た
保
護
者
は
お
子

一
案
。今
後
地
域
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
さ
れ
た
大
切
な
事
業
と
し
て

広
が
り
の
あ
る
事
業
と
し
て
協
働

し
て
い
く
。

①
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
よ
る
支

川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
大
き
な

理
事
者

理
事
者

その他
質問事項
〇
デ
マ
ン
ド
交
通
実
施
を

理
事
者

「
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
」と
は
？

川
な
ど
で
、
下
流
の
水
位
が
増
水

し
て
い
る
た
め
水
が
流
れ
ず
に
、

水
位
が
増
し
て
し
ま
う
事
。大
雨

に
よ
り
増
水
し
た
本
流
の
流
れ
に

せ
き
止
め
ら
れ
る
形
で
、
支
流
の

水
位
が
急
激
に
上
が
り
、
合
流
地

点
の
上
流
側
で
支
流
の
堤
防
の
決

壊
な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
し
ま

う
。日
本
語
で
は
内
水
氾
濫
。

様
の
成
長
の
た
め
に
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
を
望
ま
れ
て
い
る
。こ
の

ブ
ッ
ク
作
成
は
先
進
地
の
事
例
を

研
究
し
て
各
課
、
各
機
関
が
活
用

方
法
に
つ
い
て
意
思
統
一
し
て
取

り
組
む
。

支
川
で
は
堤
防
を
大
和
川
と
同

じ
規
格
、
高
さ
で
築
造
す
る

バ
ッ
ク
堤
と
し
て
い
る
。

②
雨
量
は
30
年
か
ら
50
年
に
一
度

発
生
す
る
と
考
え
て
想
定
。
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八尾　春雄

公衆衛生

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
実
施
に
つ
い
て

症
状
が
な
く
て
も
コ
ロ
ナ
陽

性
者
の
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
感
染
予
防
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
実
施
が
大
事
で
、
定
期
的
な
無

償
検
査
が
必
要
だ
し
、
さ
ら
に
３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
す
と
言
わ
れ
て
い

る
。
陽
性
感
染
後
に
、
症
状
が
お

さ
ま
っ
て
く
る
と
保
健
所
の
電

話
確
認
だ
け
で
現
場
復
帰
と
い

う
の
は
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

公共施設

中
央
公
民
館
に
つ

い
て

「
公
民
館
建
替
及
び
文
化
芸

術
の
振
興
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」が
町
長
へ
の
答
申
等
の
中
で
、

「
建
替
に
向
け
て
進
む
と
し
た
場

合
に
は
」
と
仮
定
の
記
述
を
行
っ

て
お
り
建
替
を
す
る
か
否
か
の
判

断
は
町
長
に
委
ね
て
い
る
。
ど
う

す
る
つ
も
り
な
の
か
。

本
来
は
発
熱
・
咳
の
症
状
が
あ

る
方
に
行
う
検
査
だ
が
、
検
査
試

薬
入
手
が
必
要
量
確
保
困
難
で
あ

山
村
町
長

既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
通
り
、

山
村
町
長

デジタル

自
治
体
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て

　
政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
、

個
別
自
治
体
の
対
応
を
減
ら
し
て

国
の
基
準
に
一
本
化
し
よ
う
と
し

て
自
治
体
の
裁
量
に
制
限
が
加
わ

る
上
に
、
自
治
体
が
定
め
た
個
人

情
報
保
護
条
例
を
「
個
人
情
報
利

活
用
」
条
例
に
変
更
す
る
危
険
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
丈
夫
か
。

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
令
和

５
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
。

国
か
ら
ま
だ
詳
細
は
明
ら
か
に
は

さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
治
体
情
報

シ
ス
テ
ム
17
業
務
は
国
が
定
め
て

標
準
を
守
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
る
。
わ
が
町
で
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
観
点
か
ら
慎
重
に
吟
味

し
て
進
め
る
予
定
に
し
て
い
る
。

山
村
町
長

る
こ
と
、
発
症
後
７
日
を
過
ぎ
る

と
感
染
性
が
急
激
に
低
下
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
復
帰

の
際
の
検
査
は
実
施
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

私
の
任
期
中
に
メ
ド
を
つ
け
る
予

定
な
の
で
あ
っ
て
、住
民
各
位
に
は

建
替
の
約
束
も
し
て
い
な
い
し
、逆

に
建
替
を
行
わ
な
い
と
断
念
の
意

思
表
示
も
し
て
い
な
い
。現
時
点
で

の
判
断
は
し
て
い
な
い
と
申
し
上
げ

て
い
る
。

その他
質問事項

〇
箸
尾
準
工
業
地
区
の
開

発
で
希
望
企
業
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

箸尾準工業地区造成工事
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笹井　由明

脱
炭
素
社
会
実
現

に
向
け
た
取
組
状

況
に
つ
い
て

環境対策　
広
陵
町
地
球
温
暖
化
計
画
の

現
在
ま
で
の
取
組
内
容
に
対
す
る

評
価
と
課
題
は
。

山
村
町
長

地
球
温
暖
化
実
行
計
画
で
は
、公

共
施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出

量
の
削
減
目
標
を
２
０
３
０
年
度

ま
で
に
２
０
１
３
年
度
比
78
．９
％

の
削
減
を
目
指
す
と
し
て
お
り
、ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
停
止
や

さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
ほ
か
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業（※

１
）の
実
施
な
ど
か
ら
目
標

達
成
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

　
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
計
画
推
進
の
具
体
策
は
。

山
村
町
長

本
町
が
２
０
５
０
年
ま
で
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（※

２
）
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
電
気
利
用
者
で

あ
る
需
要
家
が
発
電
事
業
者
に
屋

根
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
、
発

電
事
業
者
が
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の

発
電
設
備
の
設
置
と
運
用
・
保
守
を

実
施
し
、
現
地
で
発
電
し
た
電
力
を

需
要
家
に
供
給
す
る
と
い
っ
た
取
組

や
、
電
気
自
動
車
充
電
ス
ポ
ッ
ト
整

備
な
ど
、
公
共
部
門
の
み
な
ら
ず
、

住
民
、
事
業
者
の
協
力
も
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、広
報
、啓
発
活
動
に
お

い
て
も
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

よ
う
心
掛
け
た
い
。

　
大
和
平
野
中
央
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
と
本
町
実
行
計
画
と
の

関
連
性
は
。

山
村
町
長

奈
良
県
で
は
、県
立
大
学
工
学
系

第
２
学
部
の
設
置
と
10
年
後
の
国

体
開
催
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
建
設
を
軸
に「
大
和
平
野
中
央
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
表
明
さ
れ
た
。こ

れ
は
、
国
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

に
目
標
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
と
さ
れ
、磯
城
郡
３
町
を
対
象
区

域
に
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

本
町
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

と
の
関
連
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
２
０
５
０
年
脱
炭
素
実
質
ゼ

ロ
表
明
に
お
け
る
本
町
の
考
え
は
。

山
村
町
長

本
町
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
操
業
停
止
に
よ
る
CO₂
削
減

効
果
が
大
き
く
寄
与
す
る
。操
業
停

止
後
の
焼
却
処
理
は
、天
理
市
は
じ

め
共
同
運
営
す
る
自
治
体
と
の
協

議
を
踏
ま
え
、適
切
な
表
明
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

（※１）ESCO 事業では、事業導入によ
る省エネルギー効果を ESCO
事業者が保証すことで、自治
体の利益を保証する。万が一、
省エネルギー効果が発揮でき
ず自治体が損失を被るような
場合には、これをESCO事業者
が補填する仕組み。

（※２）カーボンニュートラルとは、地
球上の温室効果ガスの排出量
と吸収量・除去量を均衡させ
ることを意味している。
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お か も と て る た か

岡本　晃隆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応

①
教
育
委
員
会
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
の
役
割
。

コロナ対応

防
災
対
策
に
つ
い
て

防災

理
事
者

①
子
ど
も
た
ち
や
ご
家
族
の
方
の

感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

保
護
者
に
速
や
か
に
各
校
園
に

連
絡
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
の
連

絡
を
受
け
た
校
園
は
、保
育
園
、

幼
稚
園
は
こ
ど
も
課
に
、
小
中

学
校
は
教
育
委
員
会
に
報
告
す

る
よ
う
校
園
長
会
で
周
知
徹
底

①
広
陵
町
の
防
災
の
取
組
は
、
福

祉
避
難
所
の
確
保
・
運
営
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
対
応
し
て
い
る
か
。

②
個
別
支
援
計
画
に
対
す
る
町
の

対
応
に
つ
い
て
。

理
事
者

①
次
の
３
点
で
対
応
を
考
え
て
い

る
。

・
指
定
避
難
所
を
、「
指
定
一
般

避
難
所
18
か
所
」
と
「
指
定
避

難
所
９
か
所
」
と
に
分
け
て
指

定
し
、
指
定
避
難
所
の
受
入
対

象
者
を
特
定
す
る
こ
と
。

・
要
配
慮
者
の
う
ち
、
障
が
い
を

し
て
い
る
。

学
校
環
境
で
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
県
教
育
委
員
会
が
示
す

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
か
か
る
学
校
教
育
活
動
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

従
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
す
る
た

め
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接

種
対
策
本
部
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
事
象
を
収
集
し
て
、
そ
の

対
策
と
支
援
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
を
協
議
し
、

町
民
に
向
け
て
の
広
報
を
行
う

こ
と
が
主
な
役
割
で
あ
る
。
今

後
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進

し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
コ
ロ

ナ
対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く

よ
う
周
知
に
努
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

も
つ
方
等
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
指
定
福
祉
避
難
所
ご
と
に
受

入
対
象
者
の
調
整
を
行
い
、
避

難
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

・
指
定
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
環
境

整
備
を
図
る
こ
と
。

②
ま
ず
、
指
定
福
祉
避
難
所
の
受

入
対
象
者
の
人
数
等
を
把
握
。

次
に
小
中
学
校
の
他
に
指
定
福

祉
避
難
所
と
し
て
利
用
可
能
な

施
設
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、
必
要
な
施
設
設
備
や

物
資
、
機
材
、
人
材
の
確
保
を

進
め
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
、

要
配
慮
者
の
意
向
や
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
つ
つ
個
別
支
援
計

画
の
随
時
更
新
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
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山
村
町
長

①
令
和
４
年
度
か
ら
75
才
以
上
の

高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
対
し
、

火
災
警
報
器
の
設
置
に
係
る
助

成
を
実
施
す
る
。
対
象
世
帯
は

約
千
二
百
件
で
あ
る
。
詳
細
が
決

定
す
れ
ば
広
報
等
で
周
知
す
る
。

②
悪
用
さ
れ
る
懸
念
も
あ
る
の
で

十
分
調
査
研
究
す
る
。

山
村
町
長

①
除
外
の
区
域
は
開
発
が
進
ん
で
な

く
、
そ
し
て
第
一
種
農
地
と
重
な

る
箇
所
も
あ
り
影
響
が
少
な
い
。

②
③
立
地
適
正
化
計
画
を
定
め
居

住
促
進
の
拠
点
と
し
て
駅
周
辺

を
位
置
づ
け
て
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
か
ら
イ
エ
ロ
ー
に
分
類
さ
れ

あ お  き よ し か つ

青木　義勝

高
齢
者
所
帯
の

火
事
を
防
ぐ
に
は

　
①
高
齢
者
の
火
災
死
亡
が
南
区
で

１
月
中
に
３
名
焼
死
さ
れ
、延

焼
被
害
も
あ
り
高
齢
者
は
認
知

と
運
動
機
能
の
低
下
で
出
火
の

察
知
と
機
敏
な
対
応
が
不
可
能

で
結
果
、焼
死
と
さ
れ
、延
焼
さ

せ
て
被
害
が
嵩
む
の
を
防
ぐ
た

め
に
火
災
を
い
ち
早
く
感
知
し

て
音
で
知
ら
せ
て
当
人
と
家

族
、近
所
に
察
知
を
促
す
火
災

警
報
器
の
早
急
な
設
置
に
助
成

を
求
め
る
。

②
身
寄
り
の
な
い
住
民
が
生
前
中
に

強
い
意
志
で
、死
後
全
て
の
処
理

後
の
遺
産
を
本
町
に
委
譲
す
る
と

書
面
で
希
望
さ
れ
た
場
合
の
対
応

火災を防ぐ

箸
尾
駅
北
側
特
区
見

直
し
で
開
発
の
影
響

　
　
箸
尾
駅
周
辺
開
発
は
本
町
の

重
要
施
策
で
あ
る
。特
区
は
想
定
浸

水
３
ｍ
以
上
で
除
外
と
な
る
。そ
の

土地活用

件
に
関
連
す
る
質
問
で
あ
る
。

①
10
ヶ
所
の
除
外
の
影
響
。

②
開
発
拠
点
で
あ
る
駅
前
の
一
部

に
３
ｍ
以
上
の
箇
所
が
あ
る

が
、事
業
に
対
す
る
国
の
補
助

制
度
へ
の
影
響
。

③
事
業
の
新
た
な
付
帯
条
件
及
び

そ
の
件
を
ク
リ
ア
す
る
手
段
を

問
う
。

④
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
跡
地
及
び

南
側
敷
地
の
活
用
へ
の
影
響
。

た
の
で
防
災
計
画
を
整
備
し
て

浸
水
被
害
の
防
止
区
域
の
指
定

及
び
開
発
可
能
に
向
け
、
県
と

協
議
す
る
。

④
十
分
な
防
災
対
策
を
講
じ
る
の

で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
活
用
の

検
討
を
願
う
。

が
可
能
と
な
る
仕
組
み
の
調
査
研

究
を
求
め
る
。空
家
対
策
に
も
な

る
の
で
は
。

▲浸水防止対策で活用
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さ か  の よ し ひ ろ

坂野　佳宏

山
村
町
長

認知症対策

認
知
症
向
け
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
に

つ
い
て

　
年
々
、
認
知
症
を
発
症
し
た

高
齢
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。

将
来
に
向
け
て
、
在
宅
介
護
を

中
心
と
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
す
広
陵
町
と
し
て
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
を
も
っ
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
等
の

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

介
護
者
が
気
軽
に
利
用
出
来
る

施
策
を
早
期
に
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

・
導
入
時
期
は
い
つ
ご
ろ
か
。

・
サ
ー
ビ
ス
導
入
時
の
無
償
、
有

償
の
考
え
は
ど
う
か
。

・
最
も
効
果
的
な
埋
込
チ
ッ
プ
の

現
状
は
ど
う
か
。

認
知
症
向
け
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
は
最
近
、
色
々
な
会
社
か

ら
販
売
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。

当
人
の
位
置
情
報
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

付
き
で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
に
し
た
り
、

靴
に
埋
め
込
ん
だ
り
、
ペ
ン
ト
に
し

た
り
と
多
様
な
形
態
の
も
の
が
あ
る
。

本
町
で
も
最
近
、
認
知
症
の
方

の
徘
徊
等
で
行
方
不
明
事
例
が
発

生
し
て
い
る
の
で
、
対
応
策
と
し

て
当
人
の
位
置
情
報
を
把
握
す
る

機
器
と
し
て
は
極
め
て
有
効
性
が

高
く
、
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

な
お
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

福
祉
用
具
貸
与
の
貸
し
出
し
品
の

中
に
は
、
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知

機
器
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

現
在
、未
来
都
市
推
進
課
で
は
、

位
置
情
報
の
確
認
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
ど

の
よ
う
な
端
末
が
良
い
の
か
、
そ

の
有
効
性
や
経
費
の
面
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

そ
の
準
備
と
し
て
児
童
、
生
徒

へ
の
見
守
り
タ
グ
の
導
入
を
優
先

し
て
検
討
し
て
き
た
。

タ
グ
の
場
合
は
、
電
波
到
達
範

囲
が
２
０
０
ｍ
程
度
と
言
わ
れ
て

お
り
、
位
置
情
報
把
握
の
た
め
の

方
法
と
し
て
学
校
単
位
で
導
入

し
、
保
護
者
の
保
有
す
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
が
受
信
機
と
な
る
こ

と
か
ら
、
一
気
に
受
信
範
囲
が
広

が
る
と
考
え
て
い
る
。

認
知
症
等
の
方
の
導
入
は
未
定
で

あ
る
が
、
令
和
４
年
度
の
児
童
、
生

徒
の
実
証
実
験
を
実
施
し
、
効
果
を

見
極
め
た
上
で
導
入
を
目
指
し
た
い
。

価
格
は
導
入
形
態
に
よ
っ
て
変

わ
る
た
め
、
対
象
者
に
よ
っ
て
補

助
を
考
え
て
お
り
、
無
償
貸
与
を

原
則
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

生
体
へ
の
埋
込
チ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
技
術
的
に
は
可
能
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
体

へ
の
影
響
評
価
や
法
整
備
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
将
来
的
な
事
案
と

考
え
て
い
る
。

「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
」と
は
？

基
本
的
に
は
「
人
工
衛
星
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ

衛
星
）か
ら
発
せ
ら
れ
た
電
波
を
受

信
し
、
現
在
位
置
を
特
定
す
る
」も

の
で
、
地
球
を
周
回
し
て
い
る
Ｇ
Ｐ

Ｓ
衛
星
の
電
波
を
端
末
が
受
信
し
、

位
置
・
距
離
・
時
刻
な
ど
を
計
算
し

て
、現
在
位
置
を
測
位
し
て
い
る
。
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み さ こや ま む ら

山村  美咲子

健
幸
都
市
広
陵
町
を

め
ざ
し
て

健康づくり　
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据

え
て
、自
然
に
運
動
す
る
、町
に
出

か
け
る
、
結
果
歩
い
て
し
ま
う
と

い
う
健
康
づ
く
り
無
関
心
層
の
行

動
が
自
然
と
変
化
す
る
よ
う
、
健

幸
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

①
広
陵
町
と
畿
央
大
学
と
の
連
携

で
進
め
て
き
た「
K
A
G
U
Y
A

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
果
と
課

題
に
つ
い
て
。

②「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
め

ざ
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」

事
業
の
実
施
を

子育て支援
　
　
「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
と
は
、

乳
幼
児
が
い
る
家
庭
に
、
研
修
を

受
け
た
地
域
の
子
育
て
経
験
者

が
、週
に
１
回
２
時
間
程
度
、無
償

で
訪
問
し
、「
傾
聴
」（
親
の
気
持
ち

①
成
果
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
、
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
地
域
住
民
と
学
生
に
協
働

の
場
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
。
課

題
と
し
て
は
、
検
証
が
研
究
期

間
内
に
遂
行
で
き
な
か
っ
た
こ

と
。

②
先
進
地
の
取
組
事
例
を
確
認

し
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
反
映

し
て
い
く
。

山
村
町
長

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
訪

問
支
援
員
の
養
成
等
、
人
材
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
調
整
を
図
っ
て
い

く
。令
和
４
年
度
か
ら
子
ど
も
局

を
創
設
し
、
母
子
保
健
と
児
童
福

祉
の
一
元
的
な
相
談
支
援
機
能
を

持
た
せ
た
子
ど
も
家
庭
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
相
談
支
援
の

強
化
を
図
る
。

山
村
町
長

「
健
幸
（
け
ん
こ
う
）」
と
は
？

　
17
ペ
ー
ジ
岡
橋
議
員
一
般
質
問

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

を
受
け
止
め
て
話
を
聴
く
こ
と
）

と「
協
働
」（
親
と
一
緒
に
家
事
や

育
児
、外
出
な
ど
を
す
る
こ
と
）を

す
る
家
庭
訪
問
型
子
育
て
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。２
０
２
１

度
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
国
の

新
事
業
で
、
全
国
実
施
を
め
ざ
す

も
の
で
あ
る
。広
陵
町
で
の
実
施

に
向
け
て
の
考
え
は
い
か
が
か
。
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ち ぎ た    　 し ん や

千北　慎也

コロナ対応

要
介
護
者
が
コ
ロ

ナ
濃
厚
接
触
者
の

場
合
の
対
応

　
　
夫
婦
と
も
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
、
家
庭
で
介
護
中
の
母
親
の
介

護
が
難
し
く
な
っ
た
が
、
母
親
は

濃
厚
接
触
者
と
な
り
介
護
施
設
へ

の
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
断

ら
れ
た
、
と
相
談
が
あ
っ
た
。
国

や
県
の
基
準
に
則
っ
た
判
断
と
理

解
で
き
る
が
、
制
度
の
狭
間
の
事

例
に
町
と
し
て
柔
軟
な
対
応
を
期

待
し
た
い
。
県
等
と
連
携
し
た
要

介
護
の
濃
厚
接
触
者
向
け
の
施
設

整
備
や
町
で
実
施
し
て
い
る
サ

ポ
ー
ト
パ
ッ
ク
の
応
用
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
、今
後
、既
存
の
ル
ー

ル
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
対
応
で
き
な

い
事
例
が
出
て
き
た
と
き
に
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
か
。

理
事
者

町
も
課
題
だ
と
認
識
し
、
町
独

自
の
対
策
が
取
れ
な
い
か
検
討
し

た
。
今
回
の
事
例
で
は
、
療
養
施

設
で
隔
離
し
、
隔
離
期
間
の
終
了

後
に
介
護
施
設
へ
の
入
所
が
可
能

に
な
る
旨
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
べ

き
だ
っ
た
。
事
例
は
県
に
も
共
有

し
、
何
か
対
策
が
で
き
な
い
か
検

討
す
る
。
ま
た
、
制
度
の
狭
間
の

事
例
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
法
に

も
留
意
し
、
丁
寧
な
対
応
を
心
が

け
る
。

理
事
者

ど
の
よ
う
な
都
市
と
姉
妹
都
市

を
締
結
す
べ
き
か
探
っ
て
い
く
。

ま
た
、「
広
陵
く
つ
し
た
」
に
関

姉妹都市

新
組
織
！
海
外
姉

妹
都
市
提
携
の
締

結
を
期
待

　
　
町
内
企
業
の
海
外
展
開
へ
の

取
組
み
も
あ
り
、地
域
ブ
ラ
ン
ド

「
広
陵
く
つ
し
た
」を
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。ま
た
、G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
に
よ
り
１
人
１
台
情
報
端
末
が

用
意
さ
れ
、子
ど
も
達
が
世
界
と
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
る
土
台
が

整
っ
て
い
る
。産
業・教
育
の
両
面

か
ら
海
外
と
の
接
点
を
作
る
き
っ

か
け
と
し
て
姉
妹
都
市
の
提
携
を

結
ん
で
は
ど
う
か
。ま
た
、「
広
陵
く

つ
し
た
」に
つ
い
て
町
外
の
評
判
は
。

さ
ら
に
、学
校
単
位
で
海
外
と
つ
な

が
る
取
組
も
可
能
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）：
外

国
語
を
母
国
語
と
す
る
外
国
語
指

導
助
手
。小
学
校
や
中
学
校
・
高

等
学
校
に
児
童
・
生
徒
の
英
語
発

音
や
国
際
理
解
教
育
の
向
上
を
目

的
に
各
教
育
委
員
会
か
ら
学
校
に

配
置
さ
れ
、授
業
を
補
助
す
る
。

し
て
は
町
外
か
ら
、
広
陵
で
靴
下

を
作
り
た
い
、
と
い
う
リ
ク
エ
ス

ト
を
い
た
だ
き
商
工
会
を
通
じ
て

マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
今
後

さ
ら
に
PR
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、

校
長
会
に
お
い
て
過
去
の
A
L
T

を
通
じ
た
海
外
都
市
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
講
座
な
ど
、
何
か
実
施
で
き

な
い
か
探
っ
て
い
る
。
今
後
段
階

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。
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広
陵
町
教
育
・

文
化
芸
術
振
興
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

質
問　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

と
振
興
基
金
に
違
い
が
あ
る
の

か
。
積
立
財
源
の
活
用
は
。

回
答　
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い

道
検
討
委
員
会
・
基
本
計
画
に

沿
っ
た
文
化
芸
術
、
生
涯
学
習

分
野
に
も
活
用
。
条
例
の
改
正
、

明
記
も
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
。

       　
　
　
　
　
広
陵
町
体

育
施
設
使
用
料
適
正
化
検
討
委

員
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質
問　
委
員
の
任
期
は
。
過
去

５
回
の
検
討
委
員
会
の
意
見
は
。

回
答　
来
年
度
か
ら
予
定
。
過

去
の
委
員
会
の
意
見
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
使
用
料
は
見
合
わ
せ
た
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
５
０
０
円

を
少
し
安
く
と
意
見
が
あ
っ

委員会の窓委員会の窓
総
務
文
教
委
員
会

議
案
第
１０
号

た
。
体
育
館
は
、
使
用
料
の
値

上
げ
は
延
期
希
望
。
最
終
的
に

は
、
近
隣
市
町
村
に
合
わ
せ
る

方
向
で
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　

 　
広
陵
町
行

政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

質
問　
脱
炭
素
は
、
担
当
課
が

環
境
政
策
課
に
移
行
す
る
が
、

補
助
事
業
や
戦
略
デ
ザ
イ
ン
等

の
連
携
は
。総
合
政
策
課
の「
行

政
評
価
」
で
マ
イ
ナ
ス
評
価
の

場
合
の
見
直
し
体
制
は
。

回
答　
補
助
事
業
等
は
、
検
討

段
階
か
ら
関
係
課
と
連
携
し
て

お
り
、
継
続
し
て
対
応
す
る
。

審
議
会
で
審
議
し
判
断
す
る
。

そ
の
施
策
を
廃
止
、
他
の
や
り

方
に
変
更
す
る
こ
と
な
ど
総
合

的
に
判
断
す
る
。

　
　
　
　
　
　

 　
令
和
３
年

度
広
陵
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
14
号
）

質
問　
か
ぐ
や
姫
ま
つ
り
事
業

費
や
町
文
化
祭
、
町
民
体
育
祭

な
ど
、
合
わ
せ
て
約
１
，
７
０

０
万
円
の
減
額
補
正
は
９
・
10

月
で
減
額
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
例
年
、
３
月
議
会
で

行
っ
て
い
る
。
12
月
議
会
で
は

減
額
予
算
の
利
用
が
確
定
で
き

て
い
な
い
。

質
問

質
問

回
答

回
答

質
問

質
問

回
答

回
答

議
案
第
１１
号

議
案
第
12
号

議
案
第
21
号

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 　
令
和
３
年

度
広
陵
町
学
校
給
食
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

質
問　
給
食
回
数
が
減
で
の
返

金
等
は
。
保
護
者
へ
の
周
知

は
。

回
答　
給
食
費
の
減
免
は
、
一

月
で
連
続
７
回
以
上
欠
食
し
た

場
合
は
減
免
。
欠
食
日
数
を
確

認
し
て
、
該
当
す
る
保
護
者
に

申
請
書
を
お
渡
し
て
い
る
。
減

免
は
今
後
も
継
続
す
る
。

抗議文

令和４年（2022年）３月11日

ロシア連邦大統領
ウラジーミル・ウラジーミロヴィチ・プーチン　閣下

２０２２年２月２４日、貴国は一方的にウクライ
ナへの軍事侵攻を行い、ウクライナ各地への攻撃に
より、多くの罪のない市民が犠牲になっています。
このことは国際社会の平和、秩序及び安全を脅か
し、明らかに国連憲章に違反する行為であり、断じ
て許すことはできません。
また貴殿は、今回の軍事攻撃に当たり、核戦力の
行使をも示唆されています。
我が国は核兵器がもたらした破滅的な被害を知
る被爆国であり、核による脅威を振りかざすこのよ
うな言動を看過することはできません。
ここに奈良県広陵町として、世界の恒久平和実現
に向け、貴国の軍による攻撃やウクライナの主権侵
害に強く抗議します。

日本国　奈良県　広陵町
町　　　長　山村　吉由
町議会議長　吉村　裕之

質
問

回
答 議

案
第
22
号
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通
学
路
の
安
全
対
策
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
等
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
の
有

料
ゴ
ミ
袋
を
半
額
に
す
る
こ
と

を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

　
　
　
去
る
２
月
25
日
、
寺
前

憲
一
氏
他
７
５
３
名
の
連
署
に

よ
り
標
記
の
請
願
の
提
出
が
あ

り
議
長
が
こ
れ
を
受
理
し
た
。

そ
の
後
１
４
４
名
の
署
名
が
追

加
さ
れ
た
。

　
３
月
14
日
の
厚
生
建
設
委
員

会
で
は
、
冒
頭
、
２
名
の
請
願

者
か
ら
請
願
の
趣
旨
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
・
採

決
を
行
っ
た
。

質
問　
説
明
し
た
請
願
者
が
か

つ
て
議
員
で
あ
っ
た
際
に
は

「
無
料
が
当
然
」
と
し
て
い
た

の
に
今
回
の
請
願
で
は
「
半
額

を
求
め
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

何
故
変
え
た
の
か
。

質
問

質
問

回
答

経
緯

回
答

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
子
ど

も
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
４
月
か
ら
成
人
年
齢
が

18
歳
か
ら
と
な
る
。
予
算
の
見

通
し
に
つ
い
て
い
か
が
か
。

　
　
　
子
ど
も
医
療
費
助
成
と

い
う
中
で
、
対
象
者
を
18
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
方
と
い
う
年

齢
設
定
に
拡
充
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
１
年
間
で
１
，
５
０
０

万
円
程
度
に
な
る
予
定
で
、
８

月
か
ら
の
施
行
で
あ
る
こ
と
か

ら
約
７
７
０
万
円
の
計
上
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
町
道

の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
　
　
交
通
量
の
多
い
横
断
歩

道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
い

か
が
か
。

請
願
者
回
答    

無
料
化
と
な

れ
ば
、
理
解
さ
れ
な
い
住
民
の

方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
断
腸
の

思
い
で
方
針
を
変
更
し
た
。
広

陵
町
が
ゴ
ミ
袋
の
原
価
の
４
倍

も
の
暴
利
を
す
る
（
得
る
）
商

売
は
や
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ

う
い
う
こ
と
が
大
き
な
理
由

だ
。

参
考

議
会
基
本
条
例
第
６
条
第
４
項

　
議
会
は
、
請
願
及
び
陳
情
を

町
民
に
よ
る
政
策
提
案
と
位
置

づ
け
、
そ
の
審
議
及
び
調
査
に

当
た
っ
て
は
、
提
出
者
が
希
望

し
た
場
合
は
、
意
見
を
述
べ
る

機
会
を
保
障
す
る
も
の
と
す

る
。

地
方
自
治
法
第
１
２
４
条

　
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会

に
請
願
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

議
員
の
紹
介
に
よ
り
請
願
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

賛
成
少
数
で
不
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　第１回定例会（３月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託さ
れた１７件について審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決されます。そ
の主な内容と結果をお知らせします。

議
案
第
17
号

議
案
第
18
号

請
願
第
１
号

議
会
基
本
条
例
第
６
条
第
４
項

地
方
自
治
法
第
１
２
４
条

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
今
回
の
提
案
は
、
国
保

税
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
趣
旨
な
の
か
、
下
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の

な
の
か
ど
ち
ら
か
。

　
　
　
令
和
６
年
度
に
県
単
位

化
と
い
う
こ
と
で
、
保
険
税
率

を
統
一
化
す
る
。
広
陵
町
に
お

い
て
は
、
医
療
費
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
改

正
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
未

就
学
児
に
係
る
均
等
割
の
減
額

に
つ
い
て
は
、
財
源
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
５
割
軽

減
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
全
体
的
に
考
え

る
と
、
上
が
る
と
い
う
税
率
改

正
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

厚
生
建
設
委
員
会

議
案
第
14
号

回
答

質
問

質
問

参
考

請
願
者
回
答



町
陵
広

り
よ
だ
会
議

No.
１
１
７

３
月
定
例
会

発
行
／
広
陵
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

令
和
４
年
５
月
１
日

広陵町議会だより　117号

30

SDGsの掲げる17の項目に対して、8つの項目で具体的な貢献をします。
この広報は、有害な排水を出さない「水なし印刷」を採用しています。

新
緑
の
息
吹
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
て
、
議
会
も
一
歩
前
に…

町
当
局
も
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定

さ
れ
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
行
政

組
織
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
は
町
民
サ
イ
ド
で
の
機
能
を

検
証
し
て
、
必
要
な
場
合
は
改
正
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
発
刊
は
こ
の

号
で
最
後
で
す
。

皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
た
か
と
不

安
で
す
が
、
担
当
の
２
年
間
多
く
の

方
々
の
ご
助
言
、
協
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

八
尾　

春
雄

副
委
員
長　

千
北　

慎
也

委　
　

員　

笹
井　

由
明

委　
　

員　

吉
村　

眞
弓
美

委　
　

員　

岡
本　

晃
隆

委　
　

員　

青
木　

義
勝

広陵町ホームページ
http://www.town.koryo.nara.jp

議
会
日
誌

議会からのお願い
議会だより取材のため、腕章を着用した議員または
事務局員が写真撮影に伺うことがございます。その
際は、どうかご理解とご協力をお願いいたします。

３
日 

北
葛
城
郡
町
議
会
議
長
会
総
会

22
日 
全
員
協
議
会

 
議
会
運
営
委
員
会

 

第
２
回
臨
時
会

 

厚
生
建
設
委
員
会

 

総
務
文
教
委
員
会

 

全
員
協
議
会

24
日 

国
保
中
央
病
院
組
合
議
会

28
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

常
任
委
員
長
会

４
日 

第
１
回
定
例
会（
招
集
）

８
日 

第
１
回
定
例
会（
２
日
目
）

９
日 

第
１
回
定
例
会（
３
日
目
）

10
日 

第
１
回
定
例
会（
４
日
目
）

11
日 

県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

 

政
策
討
論
会

14
日 

総
務
文
教
委
員
会

 

厚
生
建
設
委
員
会

15･

16
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

22
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

第
１
回
定
例
会（
最
終
日
）

 

議
員
懇
談
会

28
日 

第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

５
日 

第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

15
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

第
３
回
臨
時
会

18
日 

第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

２
月

３
月

４
月


